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１ はじめに 

芽室町が実施する公の施設の指定管理について、指定管理者による適正な管理運

営と一層のサービス向上を目的として、令和７年度の事業評価を実施したので、そ

の結果を報告します。 

 

 

２ 評価方法 

評価は、指定管理者から毎年度提出される「事業報告書」をもとに、評価委員会

で①評価項目の評価点と、②総合評価をもって評価を実施しました。 

 

 

３ 評価の考え方 

（１）評価項目の評価点 

   評価点は５段階区分で実施し、各委員が付した点数の平均値が評価項目の評価

点となります。評価基準は次のとおりです。 

５点 評価項目について、「特に優れている」もの 

４点 評価項目について、「優れている」もの 

３点 評価項目について、「適当である」もの 

２点 評価項目について、「改善を要する」もの 

１点 評価項目について、「特に改善を要する」もの 

 

（２）総合評価の考え方 

   評価項目の評価点の平均値から、次のとおり総合評価を行いました。 

５点       Ｓ：特に優れている。 

５点未満～４点  Ａ：優れている。 

４点未満～３点  Ｂ：適当 

３点未満～２点  Ｃ：改善を要する。 

２点未満～０点  Ｄ：特に改善を要する。 

 



2 

４ 評価委員会委員 

役 職 氏 名 備 考 

委員長 安田 敦史 副町長 

委 員 岩野 真志 民間人有識者 

委 員 早苗 博司 民間人有識者 

委 員 塚田 直子 民間人有識者 

委 員 佐々木 快治 総務課長 

委 員 橋本 直樹 都市経営課長 

 

５ 評価委員会開催経過 

令和８年８月３日（月）18:25～19:45（評価方法確認、評価・採点、最終確認）
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令和７年度分 評価結果 

施設名 芽室町中央公民館 

指定管理者 一般財団法人帯広市文化スポーツ振興財団 指定期間 R7.4.1～R12.3.31 
 

評価項目 評価点(５～１) 意見等 

サービス

提供 

サービス向上、利用促進 3.66 
デジタルサイネージは諸室の 

わかりやすい表記が必要である。 

利用者意見（苦情含む）対応 3.33 
アンケート結果からも満足度が

高いと感じられる。集計の際は無

回答を除いた方が実態に近づく。 

接遇 3.83 
基本研修や専門研修、派遣研修に

より、接遇の向上に努めている。 

施設維持

管理 

適切な施設、設備、備品の維持

管理 
3.50 

備品更新・修繕は利便性と安全性

を確保しながら実施すること。 

安全管理の取組 3.66 
安全管理の観点から、駐車場白線

の改善が必要である。 

人員確保・町内雇用 3.66 
積極的に町内雇用に取り組んで

いる。 

歳入歳出 

予算の適正執行 3.16 適正である。 

経費縮減の取組 3.83 
指定管理者一括購入等により経

費縮減に取り組んでいる。 
 

確認項目 適・不適 意見等 

施設の設置目的に沿った管理運営 適 適切に運営されている。 

適正な使用料の徴収・管理 適 適切に運営されている。 

法令順守 

（地方自治法、個人情報保護法など） 
適 適切に運営されている。 

 

総合評価（Ｓ：特に優れている。Ａ：優れている。Ｂ：適当 Ｃ：改善を要する。 Ｄ：特に改善を要する。） 

 

Ｂ 

（3.57） 

意見等 

 十勝管内で行われるイベント等のチケット販売を取り扱うことで、町

民の文化公演等を鑑賞できる環境づくりに貢献しており、アンケート結

果からも総合的な満足度が高いと感じられる。 

 利便性と安全性を確保しながら、備品更新や施設修繕等、適切な維持

管理や環境整備に努めてほしい。 
 



評価点比較表
芽室町中央公民館（指定期間：令和７年４月１日～令和12年３月31日)

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

サービス向上、利用促進 3.83 3.33 3.16 3.50 3.66

利用者意見（苦情含む）対応 3.00 3.17 2.83 3.16 3.33

接遇 3.33 3.33 3.16 3.00 3.83

適切な施設、設備、備品の維持管理 3.50 3.17 3.66 3.16 3.50

安全管理の取組 3.50 3.50 3.16 3.33 3.66

人員確保・町内雇用 3.83 3.00 3.00 3.16 3.66

予算の適正執行 3.50 3.17 3.33 3.16 3.16

経費縮減の取組 3.50 3.33 3.50 3.33 3.83

3.50 3.25 3.22 3.22 3.57

サービス提供

施設維持管理

歳入歳出

総合評価

評価点(５～１)
評価項目
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1-①芽室町中央公民館指定管理者申請提案比較表

分類 申請提案 令和７年度実績

客観的評価 安全・安心で実行力のある業務履行体制 安全・安心で実行力のある業務履行体制

(１)安全管理運営の取組み (１)安全管理運営の取組み

・安全な施設環境の整備、事故の防止、危機管理など安全確保を優先事項とし、安心して利用していた
だける管理運営を行います。
・安心して利用していただくために、すべての業務品質を維持・向上させ、「安全」「安心」「快適」
な施設環境を提供します。
・保守・整備等の作業計画については、施設利用の支障にならないよう配慮し策定します。利用に影響
を及ぼす恐れがある場合には事前に十分な周知を行うとともに、利用者をはじめ地域住民や運営職員な
どの安全を確保します。
・災害や事故に備え、定期的な避難訓練や緊急連絡体制の整備を行います。

・安全な施設環境の整備、事故の防止、危機管理など安全確保を優先事項とし、安心して利用していた
だくために、開館前の各部屋及び機械室などの点検、また、常時見回り点検確認を行い、「安全」「安
心」「快適」な施設環境を提供しました。
・保守、整備等の作業計画については、施設利用の支障にならないよう調整を行い、利用に影響を及ぼ
す恐れがある場合には事前に十分な周知を行いました。また、災害や事故に備え、定期的な避難訓練や
緊急連絡体制の整備を行いました。

(２)有資格者ほか経験豊富な直営職員体制 (２)有資格者ほか経験豊富な直営職員体制

・舞台業務では１級舞台機構調整技能士、日本照明家協会１級照明技術者、日本音響家協会２級音響技
術者、文化庁主催アートマネジメントセミナー受講者を配置します。また、建築物環境衛生管理技術者
や危険物取扱者等有資格者を配置し、安全に快適な環境を提供できる適正な維持管理に努めます。
・配置する舞台技術職員は、直営体制の下で育成を行い、常に感性を磨き質の高い技術者として、利用
する町民に愛されるホールの提供に努めます。
・全職員が日本赤十字社救急法基礎講習を修了しており、ＡＥＤ操作、ＣＰＲ動作を訓練し、利用者の
安全を確保するため緊急時の適切な対応に取り組みます。

・舞台業務では１級舞台機構調整技能士、日本照明家協会１級照明技術者、日本音響家協会２級音響技
術者、文化庁主催アートマネジメントセミナー受講者を必要に応じ適時に配置しました。
・施設には、第１種電気工事士、建築物環境衛生管理技術者、危険物取扱者等有資格者を配置し、安全
に快適な環境を提供できる適正な維持管理に努めています。
・配置する舞台技術職員は、直営体制の下で質の高い技術者として育成を行っています。
・利用者の安全を確保するため全職員は、ＡＥＤ操作、ＣＰＲ動作を訓練し、緊急時の適切な対応に取
り組んでいます。

・利用の平等性
客観的評価 利用案内・受付・納入等について 利用案内・受付・納入等について

(１) 利用者に対する利用方法等の周知および説明 (１) 利用者に対する利用方法等の周知および説明

・初めて利用する方を想定し、施設利用への理解を深めるために、利用手続きの方法と利用時のルール
などについてわかりやすく説明した利用案内をします。
・施設入口の目立つところへのデジタルサイネージの設置により、当日の利用状況や直近のイベント開
催による通常利用の変更や注意喚起を表示し、利用者への詳細な情報周知を行います。
・施設の利用料に関しては、窓口での料金表の掲示・設置や月間予定表への記載を徹底し、利用者の目
線に合わせた掲示や設置を心がけます。
・利用者に対しては、ホームページでの施設案内や月間予定表の閲覧が可能とし、利用を検討するうえ
で必要となる情報を提供します。

・初めて利用する方には、利用手続きの方法と利用時のルールなどについてわかりやすく説明した利用
案内を実施しています。施設の目立つところへデジタルサイネージ（電子看板）を設置し、当日の利用
状況や直近のイベント開催を表示し利用者への詳細な情報周知をしています。施設の利用料に関して
は、窓口での料金表の掲示や月間予定表への記載をしています。
・ホームページでは、公民館の施設案内、月間予定表、講座の開催状況、自主事業公演情報等の情報提
供、施設使用許可申請書及び施設全般のアンケートを随時受け付けて、管理運営の見直しやサービス向
上につなげました。

(２) 施設利用案内表・月間予定表の作成と利用状況の問合せ対応 (２) 施設利用案内表・月間予定表の作成と利用状況の問合せ対応

・当該月の予約状況を明記した月間予定表を作成し町民にわかりやすく周知します。
・月間予定表は受付窓口に設置し、手軽に持ち帰れるようにコンパクトサイズで準備します。
・窓口以外での利用状況の問合せは、電話もしくはＥメールにより受付けます。

・当該月の月間予定表を手軽に持ち帰れるようにコンパクトサイズで提供しています。ホームページ
では、２ヶ月分の月間予定表、大ホール、展示ホールの年間利用予定表の情報を提供しています。な
お、窓口以外での利用状況の問い合わせは、電話もしくはＥメールにより受付けています。

(３)使用の調整及び使用申請受付等 (３)使用の調整及び使用申請受付等

・施設の使用申請に際し、現状の取扱方法に併せ、合理的な調整に努めます。
・ホールの利用については、年度当初に学校、文化協会、管内の各種大会について調整を行います。

・施設の使用申請に際し、利用上のルールを定め、平等な調整に努めています。
ホールの利用は、年度当初に芽室町、各小中高、文化協会、各町内団体等と調整を行っています。
・町及び教育委員会が公的行事で使用する場合は優先的に予約を受け付けています。

利用上の注意事項と事前打ち合わせ 利用上の注意事項と事前打ち合わせ

(１)事前打ち合わせ (１)事前打ち合わせ

・舞台進行等を円滑にするために、遅くても利用の１週間前までに利用者側との打ち合わせを行いま
す。初めて利用される団体には、実際に現場を見てもらうことで、後々のトラブルを未然に防ぐよう努
めます。
・利用の内容や利用時間、進行計画、設備等の利用、特別設備の有無、準備・撤収時間、前売り券有
無、広報協力、火気使用（関係機関への書類提出が必要）など事前に打合わせを行います。

・舞台進行等を円滑にするために、利用の１週間前までには、利用の内容や利用時間、進行計画、設備
等の利用、特別設備の有無、準備・撤収時間、前売り券有無、広報協力、火気使用（関係機関への書類
提出が必要）等を事前に打合わせを行っています。初めて利用される団体には、実際に舞台や施設備品
などをご覧いただき細かく確認をしながら打合わせを行っています。

入場者の案内から利用終了までの業務 入場者の案内から利用終了までの業務

(１)会場整理 (１)会場整理
・公演開催時の混雑・混乱を防止するため、入場整理・場内案内等の係員の配置を行うよう努めます。 ・大ホール公演開催時は観客席や展示ホールの混雑・混乱が予想されますので、入場整理・場内案内等

の係員の配置をお願いしています。

(２)入場者の案内・確認 (２)入場者の案内・確認

・メインエントランス付近には当日の利用状況が一目でわかるように、デジタルサイネージを設置しま
す。
・当日は全職員に対し、危機管理、避難誘導（傷病者が発生した場合の内部対応と外部対応）について
再確認し、緊急時の利用者安全確保に対応できる体制を整えます。

・メインエントランスの入口付近には当日の利用状況など公民館に関する情報を随時更新出来るデジタ
ルサイネージ（電子看板）を設置しました。
・催物当日は全職員に対し、危機管理、避難誘導（傷病者が発生した場合の内部対応と外部対応）につ
いて再確認し、緊急時の利用者安全確保に対応できる体制を整えました。

１.施設の運営方針

・公の施設管
理、運営につい
ての考え方

5



1-①芽室町中央公民館指定管理者申請提案比較表

分類 申請提案 令和７年度実績
・利用の平等性
客観的評価 自主事業実施における平等利用の確保 自主事業実施における平等利用の確保

(１) 企画と広報のタイミング (１) 企画と広報のタイミング

・町民が平等公平に文化公演を鑑賞できる環境づくりを行います。
・ホームページ・広報誌すまいる・ＦＭラジオ・新聞記事・フリーペーパー等を活用し、利用者が申し
込みの機会を失わないように、幅広く事前周知を行います。

・町民が平等公平に文化公演を鑑賞できるよう、ホームページ、ＳＮＳ、広報誌すまいる、ＦＭラジ
オ、新聞記事、新聞チラシ、フリーペーパー、小中学校行きのラック等を活用し、都度事前周知を幅広
く行いました。

(２) チケット販売 (２) チケット販売

・公民館内に「チケットらいぶ」を開設します。
・チラシ、ポスター、新聞広告等で事前周知をし、町民を優先した先行発売も行います。
・「チケットらいぶ」を始めとする各プレイガイドにて一斉にチケット販売を行います。

・公民館内「チケットらいぶ」では、芽室町芸術鑑賞会、芽室町文化協会の事業をはじめ各自治体など
のチケット販売を手掛け、１，１８５枚の取扱をいたしました。
・すべての利用者に対して平等なサービスを行い、公共性を確保しています。また、来館者には挨拶励
行を欠かさずに親切、丁寧に行いました。

・利用者接遇 客観的評価 利用者接遇 利用者接遇

・すべての職員が利用者に対し、親切、丁寧、かつ公平に対応します。
・大ホール、各諸室の利用については条例に従い、トラブルが起こらないように調整事務に努めます。
また、利用者の要望に応えるため柔軟な対応を目指します。

・すべての利用者に対して平等なサービスを行い、公共性を確保しています。来館者には挨拶励行を欠
かさずに親切、丁寧な対応を心がけました。
・大ホール各諸室の利用について、利用者間のトラブルは起こっておりません。

客観的評価

施設の維持管理体制 施設の維持管理体制

(１)施設管理と運営 (１)施設管理と運営

・公民館としての機能を維持し、町民に利用していただくため、常に使用できる状態を保持し、ホール
の舞台機構や照明、音響など特殊設備が安全かつ正常に機能するよう確実な維持管理に努めます。
・大勢の人々が来館するため、常に安全対策に取り組み、集客施設として安全で安心な環境づくりを実
現します。
・設備管理業務は、施設管理の目的の達成に最も大きな影響を及ぼす重要な業務の一つです。施設機能
を適切に維持・管理し、施設の持つ特性を十分に発揮させることで、本施設を利用する皆様に安全で快
適な環境を提供します。

・大ホールの舞台機構や照明、音響などの特殊設備については、それぞれの専門業者による点検（舞台
機構３回、照明設備１回、音響設備１回）を実施しました。なお、不具合等が発生した場合には迅速に
対応出来るよう、年間の保守も契約内容も含めて実施しております。
・公民館利用者の安全対策として、歩道のレンガタイルの段差補修、非常口等の除雪、危険落雪箇所の
注意喚起などに努めました。
・随時、施設内外の巡視点検により、施設機能を適切に維持・管理し、施設を利用者に安全で快適な環
境を提供しました。

(２)公民館講座事業 (２)公民館講座事業

・業務仕様書に基づき町民の生涯学習のニーズや社会情勢を踏まえた学習機会の充実を図ります。町民
に定着しているようなニーズの高い講座については継続開講いたします。受講者の参加意欲と満足感を
高めるため、館内の施設を活用し各種講座での成果発表の機会を提供し、町民の学習意欲の向上と受講
者数の増加を目指します。
・子どもの体力・運動能力の向上、底辺拡大を目的に乳幼児向け事業を積極的に推進します。

・趣味・教養・技能などの各分野のバランスを考慮した講座を年間通して開催して、町民の学習意欲の
向上と受講者数の増加につなげました。
・成人講座を２７講座（１２５回）、延べ人数１，２５６名参加、子ども講座を７講座（１２回）、延
べ人数１８２名参加を実施しました。なお、運動能力の向上を図るための子ども講座を、資格を持った
財団職員で実施しました。また、公民館講座で制作した作品(書道、写謡、パッチワーク、ハンドクラ
フト）を、４/１５〜４/２５まで展示ホールで「公民館講座　合同作品展」を開催しました。

(３)舞台技術の業務管理と運営 (３)舞台技術の業務管理と運営

・当財団が提供する舞台技術は、３０年以上にわたり帯広市民文化ホールで培った技術と、多くの利用
者とのコミュニケーションから築かれた信頼関係によるものであり、道内の公立文化施設において唯
一、直営体制で行っているものであります。
・舞台の運営業務については、公演の打合せから舞台・音響・照明のアドバイス、プランの作成、公演
準備から本番進行→撤収→復旧作業までの総合的なコーディネートを実施し、利用者とのコミュニケー
ションをはかり、「ホールというハードウェア」と「地域の表現活動や創造活動などソフトウェア」を
結びつける仕事を実現します。
・今までの経験を活かした舞台技術者の専門的知識・技術を利用者ニーズに合わせ、舞台から町民へ感
動を届け、出演者や観客への満足度を高めます。

・公民館の大ホール利用者対応にあたっては、これまでに築き上げた公民館利用者との信頼関係とコ
ミュニケーション及び当財団が別途管理しております帯広市民文化ホールで築いてきた利用者との信頼
関係とコミュニケーションを最大限に活用して舞台業務に努めました。
・舞台の運営業務については、キャリアが豊富な舞台統括職員を中心に舞台技術係１２名体制の中で舞
台公演が円滑に進むよう総合的なコーディネートを実施しました。利用者に対しては、既存の舞台用備
品を最大限に活用しながら、利用者目線での対応を心掛けて出演者や観客の満足度向上に努めました。

２.サービスを向上させるための方策

客観的評価

職員間共有情報 職員間共有情報

・利用者に平等で迅速な対応が可能となるように、日常的に職員が必要とする情報や組織としての意思
決定が必要な案件解決のために行っている職員研修での活発な職員の意見交換により的確な判断を行い
ます。
・利用者目線のサービスを提供するために、施設として取り組んだサービスをどのように感じてもらえ
ているか、また、どのようなサービスが必要とされているかを日々の利用者との接触により気づくよう
努めます。
・維持管理・運営業務においても、常に問題意識をもち業務に取組むことでより効率的で効果的な業務
の改善を目指します。
・施設責任者は管轄する施設での良い取り組みからインシデントやアクシデントまで職員より報告を受
け、月末の調整会議において施設職員の間で共有を行います。
・この一連の情報受発信作業に伴い、情報・事例の共有化が促進され、サービスの質の均一化と個々の
知見ノウハウを蓄積します。

・職員の勤務が交代シフト制である都合上、施設管理に関する様々な案件を確実に伝達出来るよう引き
継ぎ簿により情報共有をしています。なお、連絡事項等は、交代シフトの関係上朝と昼に打合せを行
い、円滑な施設運営に努めました。常に問題意識をもち業務に取り組み、月例の職員研修を開催して活
発な意見交換の中で判断を行いました。

・サービスの向
上について

・募集施設の管
理、事業運営の
考え方について
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1-①芽室町中央公民館指定管理者申請提案比較表

分類 申請提案 令和７年度実績
客観的評価

・戦略的かつ効率的に速やかに行うために、グループウェアを導入します。

・このシステムの導入により、各施設を横断する情報やアイディアの共有、業務改革の取り組み状況が
パソコン上で確認可能となるため、意思決定の迅速化や利用者への最新の情報提供と最良のサービス提
供につながります。

・グループウェアを導入することにより、各施設の情報やアイディアの共有、タスク管理、業務改革の
取り組み状況がパソコン上で確認可能となり、利用者に当財団管理施設(帯広市民文化ホール、帯広の
森運動施設等)の最新の情報提供ができ、最良のサービス提供につながっています。

サービスの具体策 サービスの具体策

(１)使いやすさを向上させるサービス (１)使いやすさを向上させるサービス

・当財団では利便性向上のためＩＰ交換機を導入しています。業務用内線との区分が可能となり、電話
のつながりやすい環境を提供しております。
・本来使用したい施設とは異なる施設に電話をかけても、内線で該当施設へ繋ぐことで、施設利用案内
や事業案内等のお問い合わせがスムーズかつ正確に行えます。
・ＩＰ交換機は同一会社が一括管理を行っていることから運用が可能となるサービスとして継続的に活
用します。

・当財団では利便性向上のためＩＰ電話交換機を導入しています。業務用内線通話機能に加え、利用者
からの異なる施設への問い合わせの際も、内線転送機能により他施設に繋がることで、施設利用案内や
事業案内等のお問い合わせにスムーズかつ正確にお答えしております。

(２)ユニバーサル/バリアフリー（利用者の自発活動支援についての考え方） (２)ユニバーサル/バリアフリー（利用者の自発活動支援についての考え方）

・バリアフリーサービスに関しては設備などのハード面によるサービスと接客応対に係るソフト面によ
るサービスとします。
・車いす利用者へは職員が目的とするところまでのご案内及びその他必要なお手伝いをします。
・受付窓口には聴覚障がい者のための「耳マーク」サインの設置や聴覚・知的障がい者に向けては、小
型ホワイトボードを使用したコミュニケーションを図ります。
・視覚障がい者や聴覚障がい者は緊急時に一人で避難することが困難なため、職員だけでなく、周囲の
利用者の協力が必要となることを想定し、緊急時の対応ポスターの掲載をします。

・車いす利用者へは、職員がお声掛けをし目的とするところまでのご案内及びその他必要なお手伝いを
しています。受付窓口には聴覚障がい者のための「耳マーク」サインの設置や、聴覚・知的障がい者に
向けては筆談用タブレットボードを配置してコミュニケーションを図っております。視覚障がい者や聴
覚障がい者は緊急時に一人で避難することが困難なため、職員だけでなく、周囲の利用者の協力が必要
となることから、緊急時の対応ポスターを掲示しています。

モニタリング モニタリング

・適正かつ確実なサービスが提供されているか、サービスの安定的、継続的な提供が可能な状態にある
かなどを定期的に確認・検証するために、芽室町が指定管理者に対して行う「行政モニタリング」への
協力と自らの業務内容を自らで評価する「セルフモニタリング」を実施します。仕様書に記載されてい
る日常・定期的な業務の履行状況の確認、サービスの質に関する評価、サービス提供の継続性・安定性
に関する収支状況の把握などの評価を行います。
・町の担当者による定期的な実施状況確認に対して、十分な説明を行い、求められる資料などの提出に
関しては、原則すべての要求に応じて提出します。
・毎月の利用状況の報告や四半期の事業報告書(モニタリング)、年度報告書は指定された期日内の提出
を厳守します。
・改善指導を受けた場合には、直ちにその原因を追究し、最善の方法による措置を行います。

・適正かつ確実なサービスが提供されているか、サービスの安定的、継続的な提供が可能な状態にある
かなどを定期的に確認・検証するために、芽室町と指定管理者が行う「定例会議」で自らの業務内容の
報告を実施しています。仕様書に記載されている日常・定期的な業務の履行状況の確認、サービスの質
に関する評価、サービス提供の継続性・安定性に関する収支状況の把握などに努めました。
・毎月の利用状況、管理状況の報告は指定された期日内の提出を厳守しました。

客観的評価

ニーズの把握 ニーズの把握

(１)利用者ニーズの把握と利用者満足度の向上 (１)利用者ニーズの把握と利用者満足度の向上

・さまざまな利用形態や利用者層、異なる目的や関心を持って来館される利用者の事前期待を把握し、
その期待に対するサービスの提供とそのサービスの実績評価（満足度）による、見直し・改善へのＰＤ
ＣＡサイクルのもとで、継続的な利用者サービスと満足度の向上と効率的な管理運営を図ります。

・アンケートなどにより利用者の満足度を確認し、見直し・改善へのＰＤＣＡサイクルのもとで、継続
的な利用者サービスと満足度の向上に努めました。

(２)把握すべきと考える多様なニーズ (２)把握すべきと考える多様なニーズ

・通常の施設利用者だけではなく、イベントなどの参加者や観客、主催団体へのニーズ把握も、施設の
快適性や利用しやすさなどの施設運営の貴重な情報となります。
・利用者ニーズの把握に向け、利用者の情報収集に加え、独自のネットワークにより、類似施設等の事
例を参考にするなど、多面的に情報を収集していきます。
・特定の時期に施設来館者（利用者‣観覧者など）に対し、アンケート調査を行います。また、アン
ケート調査では、同時に「利用者満足度調査」も実施します。
・公民館講座‣自主事業の参加者に対してはアンケート調査を行い、講座内容に関する利用者や指導者
の指導内容に関する評価を実施します。
・施設職員や指導者に直接言えない要望や苦情等のデリケートな内容の意見など収集できる仕組みとし
て意見箱を受付窓口付近に設置します。
・職員自ら多彩な利用者と積極的にコミュニケーションを図ることで、利用者の要望等の意見を収集し
ます。
・施設責任者と関連団体との懇親会開催により満足度や要望を把握し、利用しやすい施設づくりへとつ
なげます。
・芽室町が実施している住民に対する調査や生涯学習、芸術‣文化に関する調査資料などを活用して情
報を収集します。
・道内外の類似施設を管理運営している企業‣団体からの情報収集を行います。

・意見箱を設置し、利用者からの意見・要望等をいただけるよう努めています。今年度は１１月１８日
～１２月２８日に、施設来館者にアンケート調査を実施し、３２１件の回答をいただきました。公民館
講座や自主事業の参加者に対しては、終了時にアンケートを行い、感想や意見を確認しています。ま
た、いただきましたご意見、ご要望は、対応できるものについては、すぐに対応させていただきまし
た。
・芽室町教育委員会、施設管理者と関連団体との意見交換会として、今年度は講堂をご利用されている
皆様を対象に開催し貴重な意見をいただきました。

・サービスの向
上について

３.利用者意見の反映について

・利用者ニーズ
の把握・分析・
反映、トラブル
防止策と対処方
法
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1-①芽室町中央公民館指定管理者申請提案比較表

分類 申請提案 令和７年度実績
客観的評価

(３)利用者ニーズの分析と反映 (３)利用者ニーズの分析と反映

・利用者アンケートは、毎年１２月頃に貸室利用者等へ協力を促し、収集した情報は、年代や利用目的
などの階層ごとに分析し、芽室町へ報告するとともに意見要望をいただいた利用者へ随時回答します。
また、これらの情報は年代別、地域別などの効果的な広報活動を活用するなど、施設の課題や現状に即
した情報を意図的に収集し、管理運営全般に活用していきます。
・満足度に関しては、「大満足」を到達レベルとし、「やや満足」と回答した利用者の特性やどのよう
な事前期待を持っているかを分析活用することがリピートオーダーを得るために極めて重要な情報であ
ると考え、活用に努めます。なお、ニーズ分析より新たなサービスの提供によるシステム変更や条例変
更が必要とされる場合は、芽室町と協議のうえ、承認・議会の議決を得られたものに限り実施します。

・収集した情報は、年代、利用目的などの階層ごとに分析し、新たなサービス提供や改善などの資料と
して活用していきます。また、これらの情報はサービスや自主事業のコンテンツだけでなく、年代別、
地域別などの効果的な広報活動に活用するなど、施設の課題や現状に即した情報収集を行い、管理運営
全般に活用しています。

利用者、地域住民からの苦情に対する対応 利用者、地域住民からの苦情に対する対応

・利用者や地域住民からの苦情は窓口や電話、メールなど様々な方法での対応が想定されます。町民の
声は、当財団に不足している事についての「気づき」の機会として捉え、誠意をもって対応します。
・意見や要望に対しては、公平に判断し日常の管理運営に活かします。
・回答に即応できない場合などは、上司や周囲の職員に相談し、必要に応じて上司が同席するなど、組
織で対応いたします。
・クレームの原因をケーススタディの実施により分析、改善策・対応策を講じ共有することで同様のク
レームの再発防止を図ります。

・利用者や地域住民から苦情を受けた際は、問題及び原因等を調査し、改善に向けた対応をするなど再
発防止に努めました。
・町民の声は、当財団に不足している事についての「気づき」の機会として捉え、意見や要望に対して
は、日常の管理運営に活かしています。

客観的評価

舞台設備の維持と安全管理について 舞台設備の維持と安全管理について

・舞台設備や備品管理については専門業者による精密点検や保守点検に加え、配置の舞台技術職員によ
る舞台・照明・音響備品等の日常点検を実施し、保守・整備・清掃を十分に行い、本来の性能を発揮で
きる状態を維持します。また、日常的な管理や点検の中で不都合な部分を発見した場合は、すぐに改善
に努め内容により町と協議を行い良好なホールの維持管理を行います。
・舞台機構、舞台機器の操作は誰もが行えるものではなく、高所作業や暗闇の中での作業など、常に危
険が伴うため、安全な舞台活用を最優先するとともに、正しい知識と経験で事故を防ぎ安全対策を徹底
して行います。また、舞台設備等の操作は舞台技術職員が利用者と事前に準備打合せを行い、利用者が
操作を行う場合には職員が指導、助言、監督を行い、安全対策を重視し全面的にサポートします。

・舞台技術職員による舞台・照明・音響備品等の日常点検を実施し、保守・整備・清掃を十分に行い、
本来の性能を発揮できる状態を維持しています。
また、大ホールの舞台担当職員を対象に舞台吊物操作安全研修として実技を含めて随時実施しておりま
す。正しい知識と操作方法を再確認して舞台における安全作業の徹底を図りました。

施設の維持管理体制 施設の維持管理体制

(１)管理体制 (１)管理体制

・公民館としての機能を維持し、町民に使い勝手がよく快適に利用していただくため、舞台機構や照
明、音響など特殊設備が安全かつ正常に機能するよう確実な維持管理に努めます。
・大勢の人々が来館するため、常に十分な安全対策に取り組み、集客施設として安全で安心な環境づく
りを実現します。
・設備管理業務は、施設管理の目的の達成に最も大きな影響を及ぼす重要な業務の一つです。施設機能
を適切に維持・管理し、施設の持つ特性を十分に発揮させることで、本施設を利用する皆様に安全で快
適な環境を提供します。

・大ホール舞台関連の日常メンテナンス（舞台装置清掃、幕類補修他）、大ホール照明関連の日常メン
テナンス（照明機器清掃、点灯チェック、カラーフィルター点検、予備電球在庫チェック他）、大ホー
ル音響関連の日常メンテナンス（音響機器清掃、ケーブル類点検他）を実施しました。
・設備管理業務として、電気、冷暖房、給排水衛生設備の機能を適切に維持及び管理し、安全で快適な
環境の維持に努めました。

施設整備に関わる計画と安全で効率的なメンテナンス体制 施設整備に関わる計画と安全で効率的なメンテナンス体制

(１) 修繕体制  (１) 修繕体制 

・日常点検・清掃や定期点検等を通じて不具合箇所が確認された場合は、速やかに報告するとともに当
財団の再委託等に関する契約規程に基づいて、仕様書を作成し、見積書の徴収を実施することで施工体
制を整えます。修繕後は当財団職員が検収を行います。
・修繕実施体制においては、原則１件あたり１０万円未満の修繕について優先度を判断し、仕様と算出
額を決定のうえ計画します。ただし、計画外や修繕になじまない物件については芽室町と協議します。
・修繕発注は特殊な設備等の理由により発注先を特定せざるを得ない場合を除き、施工可能な業者を選
考し財団契約規程に基づき選定、決定し実施します。
・指定期間中に芽室町が行う改修工事や大規模修繕に関しては施設の利用調整など全面的に協力しま
す。

・日常点検・清掃や定期点検等を通じて確認された不具合箇所は速やかに芽室町に報告し、修繕にかか
る費用が１０万円未満の場合は指定管理者が修繕施工体制を整え、修繕を実施しました。今年度は、仮
払機調整修繕、除雪機調整修繕、女子トイレ温水洗浄便座修繕、男子小便器修繕を実施しました。

・利用者ニーズ
の把握・分析・
反映、トラブル
防止策と対処方
法

施設・設備・機
器の機能維持と
安全で快適な環
境づくり

４.施設・設備の維持及び安全管理について
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1-①芽室町中央公民館指定管理者申請提案比較表

分類 申請提案 令和７年度実績
客観的評価

(２) 緊急修繕体制 (２) 緊急修繕体制

・自然災害ならびに不可抗力による突発的な設備異常、建築物における破損等が生じた場合の事後保全
による修繕については、利用者の安全確保を図り、利用を阻害することのないよう速やかに芽室町に報
告し改善対応を協議します。
・実施するにあたり、利用者等の安全を優先とし、必要に応じて施設利用を中止するなどの判断を行い
ます。

・自然災害ならびに不可抗力による突発的な設備異常、建築物における破損及び利用者にケガ等はあり
ませんでした。今後とも利用者の安全確保を図り、利用を阻害することのないよう速やかに芽室町に報
告し対応いたします。

(３)中長期保全計画 (３)中長期保全計画

・施設・設備の破損等に伴い、今後改修などの必要性が高くなることが考えられるため、施設調査（建
物や設備機器類）を有資格者にて実施し、改修などの必要性及び緊急性を判断し今後の施設の延命化に
向けた保全について、芽室町に提案します。
・施設及び設備はオーバーホールなどによる積極的な延命化を図るとともに、抜本的な修繕や機器更新
を要することが発生した場合は、芽室町へ状況を報告、提案、協議します。

・施設・設備の劣化や破損等に伴い、今後改修や設備更新などの必要性が高くなることが想定されるこ
とから、施設調査（建物設備・防火設備）を有資格者にて実施し、改修などの必要性及び緊急性を判断
し今後の施設の延命化に向けた保全について、「備品・設備等の要望一覧」として、芽室町教育委員会
生涯学習課と指定管理者の定例会議において提出しています。なお、施設の緊急改修等が必要な場合
は、各種見積書を徴収して芽室町教育委員会に提案しています。

施設・設備の保守点検および運転監視業務 施設・設備の保守点検および運転監視業務

・施設・設備全般の機能を良好に維持するため、日常・定期点検その他の自主点検を実施し、劣化及び
損傷の早期発見に努め、予防保全など適切措置を行い、部品・消耗品などの交換が必要となる場合は迅
速に対応します。
・舞台設備に係る装置類は特殊であり、特に吊物等は落下などの重大事故に繋がる恐れがあるため、安
全対策及び機器の長寿命化に重点をおき舞台吊物・照明・音響点検計画を強化します。
・設備機器の破損等による燃料の過剰な消費など非効率化も進んでいるため、各機器の運転状況の監視
及び運転管理データの蓄積と分析を行い、建築、電気、空調、給排水衛生設備などを一体的・効率的に
管理し、ランニングコストを縮減します。
・照明球の不点や安定器の劣化などが発生した場合については早急に交換修繕を行うとともに、消耗品
の購入については即時対応できるよう、予備を含む購入により迅速な対応策を図ります。

・空調設備関連においては、フロン排出抑制法の対象となる「第一種特定製品」に分類される業務用空
調機器の有資格者による点検及び、空調機器の自主点検としてフィルター掃除及びグリスアップ、ブラ
イン溶液の補充等を行いました。
・舞台設備関連においては、舞台設備の専門業者による年３回の定期点検を実施して安全対策を講じま
した。
・設備機器の破損等による燃料の過剰な消費など非効率化も進んでいるため、各機器の運転状況の監視
及び運転管理データの蓄積と分析を行い、建築、電気、空調、給排水衛生設備などを一体的・効率的に
管理し、ランニングコストの縮減を図りました。
・照明球の不点や安定器の劣化などが発生した場合は、早急に交換修繕を行い、消耗品の購入について
は即時対応できるよう、予備を含む購入により迅速な対応策を図っています。

什器備品・物品等の管理 什器備品・物品等の管理

(１)什器・備品の保守管理 (１)什器・備品の保守管理

・芽室町が備え付ける備品などは、清掃や日常点検及び定期点検を計画的に実施し、異常の早期発見に
努めるとともに、本来の性能を発揮する状態を維持します。
・不具合が生じた備品については速やかに状況を確認し、必要に応じた対応を行い、利用者に支障が生
じないよう適切に管理します。

・芽室町が備え付ける備品などは、清掃や日常点検及び定期点検を計画的に実施し、異常の早期発見に
努めるとともに、本来の性能を発揮する状態を維持するよう努めています。
・不具合が生じた備品については速やかに状況を確認し、必要に応じた対策を講じています。

(２)燃料の管理 (２)燃料の管理

・ボイラーや除雪機などに使用する燃料の取り扱いについては「危険物取扱者」の有資格者を配置し、
使用上の注意事項を遵守します。
・燃料の保管については油地下タンクや施錠可能な物品庫や油脂庫にて保管し適切に管理します。

・ボイラーや除雪機などに使用する燃料の取り扱いについては「危険物取扱者」の有資格者を配置して
使用上の注意事項と関係法令を遵守しています。燃料の保管については油地下タンクや施錠可能な物品
庫にて保管し適切に管理しています。

清潔な施設環境を保つ清掃計画 清潔な施設環境を保つ清掃計画

(１)快適性向上に資する日常清掃 (１)快適性向上に資する日常清掃

・設備や備品の清潔さなど施設の衛生面には特段に配慮し、利用者からの清掃に関する要望や苦情には
迅速に対応します。
・このほか職員間で情報を共有し、快適な施設環境を提供します。
・快適な施設利用のために、施設・設備・備品などを常に清潔な状態を維持するとともに、会議室や各
諸室のほか、通路・エントランスホール・トイレなど、利用者が使用する場所はすべて開館前に清掃を
実施し、常に清潔で良好な状態を保ち快適な空間づくりを目指します。
・ゴミの収集やトイレットペーパー・衛生消耗品の補充などの巡回清掃を行うとともに、利用者の連絡
などを受けた際には、直ちに改善清掃を実施します。

・設備や備品の清潔さなど施設の衛生面には特段に配慮し、常に清潔で良好な状態を保ち快適な空間づ
くりを実践しました。
・各種感染症拡大防止に関しては、施設・設備・備品などの使用後に洗剤、アルコールを用いて消毒し
て清潔で安全な状態を保っています。
・ゴミの収集やトイレットペーパー・衛生消耗品の補充などの巡回清掃を行うとともに、利用者の連絡
などを受けた際には、直ちに清掃を実施しています。

(２)適正な廃棄物収集処理 (２)適正な廃棄物収集処理

・施設から発生する廃棄物は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、芽室町廃棄物の減量及び処理に関
する条例などに基づき、廃棄物の抑制、適切な分別・保管・効率的な収集・運搬に努め、性質・素材な
どに応じた適切な方法により処理します。
・廃棄物の再利用及び物品調達における再生品の使用促進を図ることで、廃棄物の減量にも積極的に取
り組みます。
・産業廃棄物については、北海道が許可する事業者において処理を行い、産業廃棄物管理票で処理内容
を確認し適切な管理に努めます。

・施設から発生する廃棄物は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、芽室町廃棄物の減量及び処理に関
する条例などに基づき、適切な方法により処理いたしております。
・産業廃棄物については、北海道が許可する事業者において処理を行い、産業廃棄物管理票で処理内容
を確認し適切な管理をしました。

施設・設備・機
器の機能維持と
安全で快適な環
境づくり
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1-①芽室町中央公民館指定管理者申請提案比較表

分類 申請提案 令和７年度実績
客観的評価

(３)環境衛生管理業務 (３)環境衛生管理業務

・「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」に基づき、利用者が快適に利用できる良質な環境
を提供するため、常に施設内及び敷地内の適切な環境衛生の維持に努めます。

・空気環境測定、水質検査、ねずみ等昆虫防除等、利用者が快適に利用できる良質な環境を提供するた
め、常に施設内及び敷地内の適切な環境衛生の維持に努めています。

安全・信頼の警備体制 安全・信頼の警備体制

・利用者の安全と信頼を確保するため、適切な警備計画を作成し、火災、盗難、破壊、不正、不当行為
などの事故やトラブル予防、被害の拡大防止に努めるとともに、不審者・不審物の早期発見と排除措置
を行い、施設内の秩序を維持します。

・利用者の安全と信頼を確保するため、日々見回りを行い、火災、盗難、破壊、不正、不当行為などの
事故やトラブル予防、被害の拡大防止、不審者・不審物の早期発見できるよう、施設内の秩序の維持に
努めました。

電気に係る保守および修繕業務 電気に係る保守および修繕業務

・施設内において低圧電気に係る保守及び修繕を行なう場合は「第２種電気工事士」の資格保持者が保
守作業を実施します。
・軽微な作業については電気主任技術者の指導のもと安全対策を重視し作業を行います。

・施設内において電気に係る保守及び修繕を行なう場合は、「第３種電気主任技術者」の指導のもと、
「第１種電気工事士」の資格保持者が作業できるよう体制を整えました。また、日常点検における低圧
電線路の絶縁抵抗については、漏洩電流値の２４時間計測により監視を実施しています。

通信システムの構築 通信システムの構築

・グループ通話システムの導入により外線電話の円滑な電話の取次案内を行い、快適な利用者サービス
を実現します。
・同時に多数の発信できる複数回線を確保することで、施設利用者と事業参加者等に迅速に連絡や案内
等の情報発信を実施します。
・来館者の問い合わせに対しては、施設間内線を利用し、当財団が指定管理を担う施設の詳細情報を提
供します。
・本システムは、グループサーバーを経由し、複数の有線、無線IP電話がグループ通話を可能にする
SIPグループ通話システムです。

・当財団は、グループサーバーを経由し、複数の有線、無線IP電話のグループ通話を可能にするグルー
プ通話システムを構築しています。
・来館者に対して、施設間内線を利用し、当財団が指定管理を担う施設の詳細情報を提供し、利用者へ
の利便性向上と各施設間の通話料経費の縮減を実現しています。

駐車場管理 駐車場管理

・車上荒らしの防止のため、巡回や注意喚起などを適宜行い、前庭における事故の未然防止に努めま
す。
・事故が発生した場合には、警察などの関係機関と連携のうえ、利用者への案内、誘導避難や救護など
の初期対応を実施し、速やかに芽室町に報告します。

・車上荒らしの防止のための巡回や注意喚起などを適宜行い、事故の未然防止に努めました。また、万
が一の事故等に備え緊急連絡体制を整備しています。

美観を保つ敷地・外構管理・除雪管理 美観を保つ敷地・外構管理・除雪管理

(１)敷地・外構管理の実施体制 (１)敷地・外構管理の実施体制

・敷地内の側溝や排水枡などに落ち葉やごみなどが溜まらないよう定期的に清掃するとともに、作業に
あたっては路面や縁石、樹木などを損傷させないよう十分注意し実施します。
・施設周辺の環境整備として常に美観の維持に努め、ごみ拾い及び小枝や枯葉などを撤去し、清潔で快
適な状態を維持します。

・敷地内の側溝や排水枡などに落ち葉やごみなどが溜まらないよう定期的に清掃するとともに、作業に
あたっては路面や縁石、樹木などを損傷させないよう十分注意し実施しました。
・施設周辺の環境整備として常に美観の維持に努め、ごみ拾い及び小枝や枯葉などを撤去し常に清潔で
快適な状態を保ち、日々の維持管理に努めました。

(２)作業の実施体制 (２)作業の実施体制

・降雪時における利用者の利便性を安全に確保するため、当財団の除排雪等作業計画書ならびに除雪配
備基準を定め、必要に応じて財団除雪総括責任者へ応援要請を行います。
・降雪状況等を考慮し、除雪機器の点検整備、燃料・潤滑油等の確認、暖機運転の実施等作業準備を行
い迅速に除雪作業が実施できる体制を整えます。
・その他の除雪機械を操作する場合は、周囲の安全を重視し作業にあたり、誘導員配置のもと除雪業務
を実施します。

・降雪時における利用者の利便性を安全に確保するため、当財団の除排雪等作業計画書ならびに除雪配
備基準を定め行いました。
・降雪状況等を考慮し、除雪機器の点検整備、燃料・潤滑油等の確認、暖機運転の実施等作業準備を行
い迅速に除雪作業が実施できる体制を整えました。
・除雪機械を操作する場合は、周囲の安全を重視し作業にあたり、除雪業務を実施しました。

(３)作業時の予防保全と人身事故及び物損事故等への対応 (３)作業時の予防保全と人身事故及び物損事故等への対応

・保安監視誘導員は、誘導棒（点滅灯）の所持と常に周囲の状況を把握し、車両や人が近づきそうな場
合は、直ちに作業運転者に知らせ、車両や人を優先して通行させ安全対策を講じます。
・除雪作業中に万が一事故が発生した場合は、特に人命に係わる事故は、速やかに１１９番通報し、救
急車の手配及び救急車が到着する間における負傷者の生命維持措置を行います。
・なお、緊急時連絡体制に従い事故内容の報告を行い、人身事故若しくは物損事故等発生内容に応じ
て、緊急措置を行います。

・除雪作業中における事故の発生及び緊急時連絡体制に従うような、人身事故若しくは物損事故等の発
生はありませんでした。除雪作業中は、常に周囲の状況を充分に注意を払い安全作業に努めておりま
す。

客観的評価 第三者に対する業務委託などの監理 第三者に対する業務委託などの監理

・施設の安全・快適な利用環境を確保するため、管理運営の本来の目的を損なわず、かつ専門性が高く
効率化が図られる業務は、芽室町の承認を得て第三者へ再委託します。

・清掃、警備業務等、施設の安全・快適な利用環境を確保するため、専門性が高く効率化が図られる業
務は、芽室町の承認を得て第三者へ再委託しました。

業務水準向上の
ための体制(第
三者業務委託に
ついて)
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1-①芽室町中央公民館指定管理者申請提案比較表

分類 申請提案 令和７年度実績
事業者選定方法について 事業者選定方法について

・委託契約に関しては、「指名競争入札」を原則とし、公平かつ透明性を確保して事業者選定を行いま
す。
・指名競争入札は、実績のない企業が参加しにくいというデメリットはありますが、競争入札参加資格
審査においては比較的間口を広げて申請しやすい条件にするなど工夫をします。不誠実、不適正な業者
を排除しやすく、良質で実績ある業者を選定することにより、質の高い業務水準を確保できます。

・委託契約に関しては、「指名競争入札」を原則とし、公平かつ透明性を確保した事業者選定を行いま
す。
・取引実績のない企業であっても、競争入札参加資格審査においては比較的間口を広げて申請しやすい
条件にするなど工夫をしています。良質で実績ある業者を選定することにより、質の高い業務水準を確
保しています。

委託業者への適切な監督および履行確認 委託業者への適切な監督および履行確認

・委託業者との契約にあたっては、業務遂行に伴う双方の指揮監督を行う責任者を明確にし、供用時間
内・供用時間外の指揮命令系統および連絡体制を整備します。
・関係法令、条例、規則などに準じて作成する仕様書に基づき、報告書類・履行場所の確認・検査など
により、業務の履行状況を適正に監理します。

・委託業者との契約にあたっては、業務遂行に伴う双方の指揮監督を行う責任者を明確にし、供用時間
内、供用時間外の指揮命令系統および連絡体制を確立しています。
・また、関係法令、条例、規則などに準じて作成する仕様書に基づき、報告書類及び履行場所の確認、
検査などにより、業務の履行状況を適正に監理しています。

協定に関連する契約先からの暴力団員または暴力関係事業者の排除 協定に関連する契約先からの暴力団員または暴力関係事業者の排除

・施設が暴力団活動に利用されないよう協定に関連する契約の際には、芽室町暴力団排除条例に従い、
厳格に相手方の確認を行うなど必要な措置を講じます。
・契約の相手方や既契約先が暴力団または暴力団関係者と判明した場合は、直ちに芽室町へ報告・相談
しその指示に従います。
・委託事業者及び外部指導員にも暴力団関係者との接触禁止や守秘義務に関する誓約書などの提出を求
めます。
・暴力団をはじめとする反社会的勢力に対していかなる関係をも持たないことを宣言し、利用者の安
全・快適な利用を確保します。
・暴力団など反社会的勢力による安全な利用を脅かす事態が発生した場合は、芽室町暴力団排除条例に
基づいて対処します。
・法務省の「企業が反社会的勢力による被害を防止するための指針」に準拠した内部体制を整備し、帯
広警察署、顧問弁護士及び地域団体などとも連携・協力して、暴力団など反社会勢力の撲滅に貢献しま
す。

・暴力団をはじめとする反社会的勢力等との関りは一切無く、施設利用者の安全で快適な環境を確保し
ています。
・委託契約の相手方や既契約先においても、暴力団または暴力団関係者を排除するような案件は発生し
ておりません。

町内事業者の活用計画 町内事業者の活用計画

・業務委託をはじめ、施設運営に係る物品調達などの発注先の選定にあたっては、芽室町の契約に関す
る規程に準じて、地域活性化の視点から地元企業を積極的に活用します。

・業務委託をはじめ、施設運営に係る物品調達などの発注先の選定にあたっては、地域活性化の視点か
ら地元企業を積極的に活用しています。

客観的評価 職員配置（管理体制） 職員配置（管理体制）

・日々の利用者との応対や接触から利用者の求めるニーズや満足度を敏感に把握し、公平なサービスの
提供ができるよう施設における知見とノウハウを有した職員を配置しています。
・OFF-JT（集合研修）とOJT（現場研修）を職制ごとに計画的に組み合わせて行う事で、職員の質を高
め業務対応域を拡大していきます。
・イベント開催時には、事前に起こりうるリスクや要望が想定でき、主催者と協働して、あらゆる事態
に即応可能な体制を構築します。
・利用者のニーズや苦情などへの迅速な対応を実現するため、施設長が施設における全権を掌握する明
確な責任体制を構築します。責任の所在の明確化により、問題意識が生まれ施設管理の水準をより向上
させる事が可能になります。
・業務内容によるグループ化を図ることで、情報共有が促進され、より効率的且つ施設環境の一定化を
図り、高品質なサービスを一元的に提供できる体制を構築します。
・地震・風水害などの発生時には施設長・本部職員などを招集し、各施設の緊急点検を実施します。例
えば震度4以上の地震発生時は本部職員を含めた非常配備体制に基づく職員が施設状況の一斉点検を行
い、不具合があった場合には速やかな対策を講じます。 
・施設責任者は実務経験・有資格者等の施設管理・運営の中核的な役割を担う能力を備えた人材を配置
します。適正な人材の配置により日常の円滑な施設運営や不測の事態にも柔軟に対応できる体制としま
す。

・日々の利用者との応対や接触から利用者の求めるニーズや満足度を敏感に把握し、公平なサービスの
提供ができるよう施設における知見とノウハウを有した職員を多数配置しました。
・研修を職制ごとに計画的に実施し、職員の質を高め業務対応域を拡大しています。また、イベント開
催時には、事前に起こりうるリスクや要望を想定し、主催者と協働して、あらゆる事態に即応可能な体
制を整えました。
・利用者のニーズや苦情などへの迅速な対応を実現するため、施設長が施設における全権を掌握する明
確な責任体制としています。
・施設責任者は実務経験等の施設管理・運営の中核的な役割を担う能力を備えた人材を配置していま
す。
・地震等の災害発生時には施設状況の一斉点検を行い対応いたしました。

６.利用料金に対する考え方

利用料金の増収策 利用料金の増収策

・少子高齢化が進行する現代社会において、健康と生涯学習の重要性がますます高くなっています。幼
児から高齢者、親子、障がい者など幅広い層を対象として、各々の目的やニーズに応じて、触れる機会
を提供する「きっかけづくり」と生涯に渡って活動を継続できるよう、常に新しい講座を提供すること
で来館する機会を創出しリピーターを増やします。
・町民以外にも積極的に芽室町中央公民館のPRを実施し利用促進を図ります。
・芽室町中央公民館利用の少ない時期を活用した講座・自主事業等の開催を目指します。

  幼児から高齢者、親子など幅広い層を対象として、文化及びスポーツに触れる機会を提供する「きっ
かけづくり」と生涯に渡って活動を継続できるような新しい講座を提供することで来館するリピーター
を増やしています。また、町民以外にも積極的にホームページ等で公民館のＰＲを実施して利用促進を
図りました。

維持管理・保守
点検整備等業務
などにおける適
正の確保

客観的評価

５.管理執行体制

・利用料金に対
する考え方

客観的評価

・施設の管理体
制について
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1-①芽室町中央公民館指定管理者申請提案比較表

分類 申請提案 令和７年度実績

・自主事業計画 客観的評価 ・ホール等で実施する自主事業は、当財団の基本姿勢である文化振興事業の考え方を軸に町民の文化・
芸術等について「成果を発表する」「感動にふれる」「一緒に取り組む」「皆で育む」「共に創造す
る」ことを推進するような事業を開催実施します。
・チケット委託販売事業を含め、収入の一部については、例えばホール自主事業の入場料等の廉価な価
格設定など町民に還元できるようなシステムを検討し、不採算事業は計画の見直し若しくは中止の判断
を適宜に行い、安定した施設利用者への利便提供を図ります。
・指定期間内の目標として、賑わい創出の事業実施を検討します。

・ホール等で実施する自主事業は、当財団の基本姿勢である文化振興事業の考え方を軸に町民の文化・
芸術等について「成果を発表する」「感動にふれる」「一緒に取り組む」「皆で育む」「共に創造す
る」ことを推進するような事業を開催実施しました。
・初心者でも社交ダンスを気軽に楽しんでいただけるよう「１７９市町村社交ダンス無料体験講座」
（参加者２９人）、人形劇の本場チェコを拠点に活躍されている人形劇師沢則之さんを招き「こども
アート体験事業」（参加者２９人）、札幌出身の人気ミュージシャンによるエンターティメント「上杉
周大ライブ＆トーク」（来場者３１０人)、地元十勝出身のアーティストを迎えて『メムロタウンコン
サート～左藤優マリンバコンサート』（来場者２０３人）を開催実施しました。
・公民館周辺で商業と文化芸術や生涯学習を融合させた住民が集うイベント等を企画し実施目指し検討
いたします。

コンプライアンス（法令遵守） コンプライアンス（法令遵守）

・個人情報保護法に基づき作成された、当財団の「個人情報保護規則」を遵守し、当財団が保有する個
人情報の適正な取り扱いの確保並びに個人情報の開示、訂正及び利用の停止等の申し出に対応します。
・行政手続き等においても、当財団の「特定個人情報等取扱規程」および「特定個人情報等に関する事
務フロー」に基づき厳正に処理します。
・「情報公開事務処理規則」に、当財団が保有する情報の公開の推進に関して必要な事項を定めること
により、事務の透明性の向上を図ります。

・当財団は「個人情報保護規則」、「特定個人情報等取扱規程」および「特定個人情報等に関する事務
フロー」を整備しており、個人情報の適正な取り扱いの確保に努めています。

(１)コンプライアンス体制 (１)コンプライアンス体制

・法令遵守のための責任者を置くとともに、当財団全体のための内部通報・相談制度として「コンプラ
イアンス・ヘルプライン」を設け、当財団および外部の顧問弁護士事務所に専用の窓口を設置します。
・運用にあたっては通報妨害の禁止、通報者の保護を含め、公益通報者保護法に則った規則を整備しま
す。

・法令遵守のための責任者を置くとともに、当財団全体のための内部通報・相談制度として「コンプラ
イアンス・ヘルプライン」を設け、当財団および外部の顧問弁護士事務所に専用の窓口を設置して公益
通報者保護法に則った規則による体制を整備しています。

(２)コンプライアンス活動 (２)コンプライアンス活動

・反社会的団体との接触や反社会的活動への便宜提供禁止の取り組みとして、北海道暴力追放センター
への会員登録をし、不当要求防止責任者を2名選任し責任者講習を受講しています。また、弁護士事務
所から講師を迎え職員研修も実施しています。
・セクハラ・パワハラ・モラハラ等の防止対策とし、定期的に社会保険労務士を迎え講習を実施しま
す。また社会保険労務士に相談する体制を持つとともに、それに伴う懲罰規則も就業規則に規定してい
ます。
・新しい法制度への対応として、全国公益法人協会に加入し最新情報の収集に努めるとともに、必要に
応じて協会主催のセミナー講習会等に参加して法制度への理解を深めます。またWeb上における官報な
らびに厚生労働省法令等のデータベースサービスから、迅速かつ精度の高い情報収集を行います。
・コンプライアンスに関する電子情報処理として、「UTMアプライアンス」を導入して包括的・統合的
に対策を実施しています。
・併せてSKYSEA Client Viewを導入し、クライアントＰＣをはじめ、さまざまなＩＴ機器やソフトウェ
ア資産を一元管理し、より安全な情報漏洩対策やＩＴ資産のコンプライアンスを担保しています。

・反社会的団体との接触や反社会的活動への便宜提供禁止の取り組みとして、北海道暴力追放センター
への会員登録をし、不当要求防止責任者を２名選任し責任者講習を受講しています。
・セクハラ・パワハラ・モラハラ等の防止対策とし、社会保険労務士に相談する体制を持ち、それに伴
う懲罰規則を就業規則に規定しています。
 当財団は、新しい法制度への対応として、全国公益法人協会に加入しております。そこから得られる
最新情報の共有を行い、法制度への理解を深めています。
・コンプライアンスに関する電子情報処理として、「UTMアプライアンス」を導入して包括的・統合的
に対策を実施しています。併せてSKYSEA Client Viewを導入し、クライアントＰＣをはじめ、さまざま
なＩＴ機器やソフトウェア資産を一元管理し、より安全な情報漏洩対策やＩＴ資産のコンプライアンス
を担保しています。

客観的評価


収支計画書と管理運営計画との整合性に関すること 収支計画書と管理運営計画との整合性に関すること

収支計画書の基本的方策と施設管理経費縮減策の取り組み 収支計画書の基本的方策と施設管理経費縮減策の取り組み

(１)収支計画書の基本方策と施設管理経費縮減策の取り組み (１)収支計画書の基本方策と施設管理経費縮減策の取り組み

・効果的・効率的な管理運営を行うために、これまでの公民館の実績を分析し、他の公共施設での経験
を踏まえるとともに、管理体制・業務内容等を検討し収支計画を策定しました。

【収入計画】
・指定管理料収入については、支出計画に基づき必要額を積算しました。
・自主事業における収入については、他施設での事業実施の実績等を参考に、できるだけ低廉な価格設
定となるよう検討し積算しました。

【支出計画】
・給料・手当及び契約職員等賃金については、適正な管理運営を確保するために必要な職員配置を行う
事により積算しました。
・事務費関係経費については、芽室町中央公民館の実績を基に積算しました。
・管理費関係経費については、燃料費及び光熱水費は芽室町中央公民館の実績数量を基に積算しまし
た。また、各種点検委託料についても、芽室町中央公民館の実績を基に積算しました。

・効果的で効率的な管理運営を行うため常に経費削減を念頭に、施設利用者のサービス低下に繋がらな
い範囲で経費節減に取り組んでいます。例えば消耗品等については、コピー用紙を当財団内での一括購
入方式、燃料費については毎月の納入単価見積り合せにより納入業者を決定、清掃業務等の再委託につ
いては指名競争入札を実施するなどして施設管理経費縮減に取り組んでおります。

７.自主事業計画

・個人情報保護
に対する考え方

客観的評価

９.その他（経費節減方策）

・経費節減の方
策

８.個人情報に関する情報の取扱い方針
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1-①芽室町中央公民館指定管理者申請提案比較表

分類 申請提案 令和７年度実績
客観的評価


・舞台点検等に係わる委託料については、設備の安心・安全の確保を図れるよう積算しました。また、

音響照明技術者委託料については、当財団の舞台技術職員にて対応することにより、経費を削減しまし
た。
・事業運営企画関係経費については、公民館講座の開設を行うため成人講座及び子ども講座の企画・開
設経費を積算しました。
・自主提案事業関係経費については、地域住民に広く情報提供を図るためのホームページの開設、デジ
タルサイネージによる掲示板の設置を図り、経費の節減に努めて行きます。また、当財団との内線通信
設備を構築し安定した施設管理を行うために積算しました。

・舞台点検等に係る委託料については、当財団で管理する他の施設と取り纏めて委託契約を交わすこと
で経費削減に努めています。
・自主提案事業関係については、地域住民に広く情報提供を図るためのホームページのリニューアル及
び、デジタルサイネージによる掲示板を設置してます。

【管理経費縮減のための創意・工夫について】
・消耗品費については、コピー用紙を当財団での一括購入方式により経費の縮減を図ります。
・委託費は可能な業務において、当財団の複数の管理施設を一括して業務委託することにより経費の縮
減を図ります。

客観的評価 労働関係法令の遵守 労働関係法令の遵守

・当財団が顧問契約を締結している社会保険労務士や弁護士、産業医などの専門家から随時助言をいた
だきながら、関係法令の遵守を徹底します。
・ 職員の労働条件と雇用環境の向上を図り、内部規定の整備を継続的に行っていきます。

・当財団が顧問契約を締結している社会保険労務士や弁護士、産業医などの専門家から必要に応じて、
随時助言をいただきながら、関係法令の遵守を徹底しています。

雇用環境の向上 雇用環境の向上

・CS（顧客満足）達成のための前提として当財団ではES（従業員満足）が必要不可欠なものであると考
えています。その相乗効果こそが最高のサービスを生み出す原動力となると考えます。
  職員の意欲を高めるためには「働きやすい環境づくり」が必要不可欠です。評価昇給制度（準職
員）、専門的研修制度、表彰制度、資格取得奨励制度などを設け、働きやすく自己のステップアップ可
能な労働環境を提供します。

・職員の意欲を高めるため、「働きやすい環境づくり」を目指し、専門的研修制度、表彰制度、資格取
得奨励制度などを設け、働きやすく自己のステップアップ及びスキルアップが実現可能な労働環境を提
供しています。

職員の採用 職員の採用

・職員の採用にあたっては、仕事に対する積極性と、表現力・説明能力が高いなど、「対応力」を必要
な資質として求めます。そのほか、職員に対しては上司の指示命令を的確に受け止め、実務担当者とし
ての基礎的な知識をもとに、業務改善・提案などに率先して取り組み、主体的且つ問題意識をもって正
確・迅速に業務を処理できる人材を求めます。
・当財団に在籍する職員は、十勝管内在住者を雇用しています。地元在住者を採用することで、地域に
根差した施設の維持管理・運営業務を容易に行うことが可能となります。 
・職種に応じ、必要な人材は地元雇用を優先します。
・管内における雇用を促進することで、地域外への人口流出を少しでも抑制し、その家族が定住するこ
とによる消費拡大の効果が見込まれます。

・職員の採用にあたっては、可能な限り芽室在住者を積極的に雇用していきます。令和７年度は、３名
の町民を雇用しております。

客観的評価 地球環境への配慮 地球環境への配慮

・芽室町のまちづくりの計画として掲げられているクリーンめむろ環境基本計画の定めるところによ
り、町の環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進することを理解し、環境負荷の減
少及びライフサイクルコストの抑制に努めます。
・事務用品等の購入についてはグリーン購入を行い環境負荷の低減に努めます。
・館内の室温について利用者が快適に過ごせるよう適切な温度管理に努め、使用時間に応じて温度調整
をし、光熱費の縮減に努めます。 
・業務上必要な連絡はグループウェア・内線電話を活用し、ペーパーレスの推進に努めます。また、コ
ピー用紙の裏面利用など再利用化を行います。 
・ごみの分別回収では資源ごみの回収を推進します。
・清掃委託等を行う業者には洗剤・ワックス等使用の際は環境配慮型のものを使用し、トイレットペー
パーについても再生紙１００％のものを使用します。

・芽室町のまちづくりの計画として掲げられているクリーンめむろ環境基本計画の定めるところによ
り、町の環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進することを理解し、環境負荷の減
少及びライフサイクルコストの抑制に努めています。 
・事務用品等の購入についてはグリーン購入を行い環境負荷の低減に努めています。
・世界で注目されているＳＤＧｓの持続可能な目標として、身近なところから始められる日常管理とし
て、館内の室温については、利用者が快適に過ごせるよう適切な温度管理に努め、使用時間に応じて温
度調整をし、館内照明については諸室の省エネ電球への交換を行い、ＬＥＤ化を行っております。そし
て、現在も実施しているこまめな節電・節水、施設周辺のゴミ拾いなど環境整備に取り組み、光熱費の
縮減に努めています。
・業務上必要な連絡はグループウェア・内線電話で、行いました。また、コピー用紙の裏面利用など再
利用化を行っています。 
・ごみの分別回収では資源ごみの回収を推進しています。
・清掃委託等を行う業者は、洗剤・ワックス等使用の際は環境配慮型のものを使用し、トイレットペー
パーについても再生紙１００％のものを使用しています。

客観的評価


安全確保のための危機管理体制 安全確保のための危機管理体制

防災（減災含む）・事故防止・防犯の安全対策における平常時の体制 防災（減災含む）・事故防止・防犯の安全対策における平常時の体制

(１)施設管理における安全対策 (１)施設管理における安全対策

・「安全」「安心」「快適」を実現するために、地震、風水雪災害などの自然災害や火災・事故、不審
者の侵入、破壊行為などあらゆる事態を想定したリスクマネジメント計画を策定して、万全の維持管
理・運営体制を構築します。

・事故等対応マニュアル、非常配備計画を作成しており、これに基づき万全の維持管理体制を構築して
います。

・経費節減の方
策

職員雇用に対す
る考え方

・危機管理、事
故防止・対応

・環境配慮の考
え方
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1-①芽室町中央公民館指定管理者申請提案比較表

分類 申請提案 令和７年度実績
客観的評価


(２)災害発生時における対策と対応 (２)災害発生時における対策と対応

・災害による被害などを最小限化するため、施設内外の施設防災設備など巡回経路図を作成し、日常巡
回点検にて動線を常に確保します。また、防火設備などの取り扱い方法や設置場所をマニュアル化しま
す。このマニュアルを活用して定期的な想定訓練を実施し災害発生時に備えます。
芽室町地域防災計画において、災害発生時は町に設置する災害対策本部と連携を取り、本部の指示に

従い、与えられた役割を着実に担います。 
・災害関連情報等は、様々なメディアを活用して、常に台風や地震などの自然災害に関する警報・注意
報発令などの最新情報の収集に努め、利用者の安全を最優先として迅速かつ適切な対応を実施します。
 ・気象警報などの発令時や台風・豪雨・豪雪などの災害が予測される場合には、利用者に場内放送な
どで速やかに情報を提供するとともに、結果予見義務の観点から必要に応じて施設利用制限を行いま
す。 
・災害発生時には結果回避義務に従い１０分以内で初動対応を行います。場内放送等により速やかな状
況発信とスタッフによる避難誘導など、適切な緊急時対応を行います。
・大規模災害発生時には、芽室町防災会議条例施行規則及び芽室町地域防災計画に基づいて、当財団と
しての非常配備編成計画を定めます。財団として災害対策本部を設置し、施設の保全と町民の命を守
り、町に対して速やかな情報の伝達を行います。
・消防法の規定に基づき防火管理者を定め、常に消防機関と連絡を密にし、防火管理（防災計画、査
察、教育訓練等）の適正を期するように努めます。

・災害による被害などを最小限化するため、施設内外の施設防災設備など巡回経路図を作成し、日常巡
回点検にて動線を常に確保します。また、防火設備などの取り扱い方法や設置場所をマニュアル化しま
す。このマニュアルを活用して定期的な想定訓練を実施し災害発生時に備えます。
・常に芽室町及び消防機関と連絡を密にし、防火管理（防災計画、査察、教育訓練等）の適正を期する
ように努めています。

(３)防犯の安全対策について (３)防犯の安全対策について

・施設の防犯性を高めるため、樹木の剪定、看板・自動販売機などの設置場所の工夫など障害となる状
況 を 是 正 し て 敷 地 内 や 建 物 内 及 び 外 部 か ら の 見 通 し を 確 保 し ま す 。
・利用者が安全・安心に施設利用ができるよう、受付において外部からの出入りを適確に管理し、不審
者の侵入を防ぎます。 
・施設内には注意喚起のポスター掲示のほか、意識的にスタッフが利用者へ犯罪行為の注意喚起など声
掛けすることで未然に事件・事故を防止します。

・施設内には注意喚起のポスター掲示のほか、管理事務室の出入口扉を常時開放、意識的にスタッフが
利用者への犯罪行為防止の注意喚起を含め声掛けするなど未然に事故、事件防止を積極的に努めていま
す。

(４)防災・減災・防災教育について (４)防災・減災・防災教育について

・防災は危機管理と減災に向けた危機管理の２つが重要です。減災とは、大きな災害に対して、被害を
ゼロにしようとするのではなく、ゼロに近づけようとする考えであり、リスクを予測できる範囲内に収
めようとすることです。そのため、予測可能な災害、事故を想定し、日常の施設管理、職員の研修など
を積み重ね、防災意識・対応力を強化します。 
・あらゆる緊急事態を想定し、利用者の安全確保を最優先に考え、被害を最小限に抑えるため、防火管
理者を配置するとともに、自衛消防組織を編成し、緊急事態に即応できる体制を構築します。

・予測可能な災害、事故を想定し、日常の施設管理、定期的な訓練、職員の研修などを行い、防災意
識・対応力を強化しています。また、防火管理者を配置、自衛消防組織を編成し、緊急事態に即応でき
る体制を整えています。

(５)事故防止について (５)事故防止について

・施設・設備の破損等による緊急事態や、利用中の事故についても、これまでの管理経験による危険箇
所や混雑時の危険状態の想定などにより、巡回による点検および利用者に対する使用上の指導により事
故の未然防止に努めます。
・利用者の人命救助と安全確保を最優先に考え、事故や傷病発生の未然防止に努め、近隣の医療機関や
消防などの関係機関との連携を図り事故発生時に適切に対応します。 
・事故の未然防止に努めていますが打撲や切り傷、すり傷の手当から熱中症、骨折などのケガや事故が
発生した場合もスタッフはその都度、冷静、適切に判断し対応し応急処置にあたります。 
・救急用品として感染防護型人工呼吸マスクを職員に常時携行させ、施設に設置されている自動体外式
除細動器（ＡＥＤ）の点検をし、緊急時に備え万全の体制を整えます。 
・施設に常駐する職員に、日本赤十字社救急法基礎講習（AED含む）修了を義務付け、迅速な救命措置
が行える態勢を構築します。
・室内の温度、湿度管理は利用者や観覧者の身体に与える影響が大きいため、常に室温環境を把握しな
がら、適切な環境管理に努めます。

・施設・設備の老朽化による緊急事態や、利用中の事故については、これまでの管理経験による危険箇
所や混雑時の危険状態を想定した中で、巡回による点検および利用者に対する使用上の指導により事故
の未然防止に努めています。 
・救急用品として感染防護型人工呼吸マスクをスタッフに携行させ、施設に設置されている自動体外式
除細動器（ＡＥＤ）の点検をし、緊急時に備え万全の体制を整えています。
・施設に常駐するスタッフに、日本赤十字社救急法基礎講習（ＡＥＤ含む）修了を義務付け、迅速な救
命措置が行える態勢としています。 
・室内の巡回点検の際は、温度、湿度の室温環境を把握しながら、室温調整、換気等、適切な環境管理
に努めています。

緊急時に即応した危機管理体制の構築（クライシスマネジメント） 緊急時に即応した危機管理体制の構築（クライシスマネジメント）

・地震や台風・大雨などの自然災害を想定し緊急時の対応マニュアルに基づき職員の非常配備体制を組
織化し、災害発生時には住民の避難や救援の拠点としての機能を有する施設の特性から、芽室町および
関係機関と連携を図り、迅速且つ適切に対応します。 
・緊急時に即応した当該施設の危機管理体制（担当者配置、マニュアル、自衛消防、防犯組織、警備体
制）を構築します。 
・緊急事態が発生した場合は対応マニュアルにより関係機関および民間事業者と連携し速やかな行動を
取ります。施設には日本赤十字社救急法基礎講習（AED含む）修了者を配置し、想定される緊急事態に
速やかに対応します。

・緊急時に即応した当該施設の危機管理体制（担当者配置、事故対応マニュアル、非常配備計画、自衛
消防体制）を構築しています。

・危機管理、事
故防止、対応
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1-①芽室町中央公民館指定管理者申請提案比較表

分類 申請提案 令和７年度実績
客観的評価


・危機管理体制については、施設等での事故や事件が発生した際の報告を義務付けており、今後も危機

管理に対しては重大な事故につながらないよう徹底します。
・初動活動、現状把握、緊急指令、災害本部の立ち上げと運営要項、災害本部の設置、対策本部の各役
職者の権限、設置場所の確立と必要備品類の調達、情報管理の方法については緊急時対応マニュアルを
作成します。また緊急連絡・非常配備体制を定めて、有事の際にはこれに基づいた迅速な対応を行いま
す。

・危機管理体制については、施設等での事故や事件が発生した際の報告を義務付けており、今後も危機
管理に対しては重大な事故につながらないよう徹底します。初動活動、現状把握、緊急指令、災害本部
の立ち上げと運営要項、災害本部の設置、対策本部の各役職者の権限、設置場所の確立と必要備品類の
調達、情報管理の方法については緊急時対応マニュアルを作成し、また緊急連絡・非常配備体制を定め
て、有事の際にはこれに基づいた迅速な対応を行います。

災害・事故・事件等が発生した場合の体制 災害・事故・事件等が発生した場合の体制

・ 管理施設において発生する事故や事件の解決など、法律の専門家による判断や助言が求められる事
案に迅速に対応するため、弁護士と顧問契約を締結し万全な体制を整えます。
・ 建築物の設備構造上の欠陥、あるいは管理上の不備等に起因して利用者に身体的障害や財物損壊を
与えた場合に備え、公民館総合保障制度保険に加入します。 
・ 事故などにより芽室町や委託事業者に賠償責任が生じた場合には迅速かつ誠意ある対応を行いま
す。

・管理施設において発生する事故や事件の解決など、法律の専門家による判断や助言が求められる事案
に迅速に対応するため、弁護士と顧問契約を締結しております。
・公民館補償制度保険の加入内容として幅広い補償が受けられるよう行事障害保障制度、賠償責任保障
制度に加入してます。

客観的評価 社会教育施設として利用増進 社会教育施設として利用増進

(１)利用増進に向けた方策 (１)利用増進に向けた方策

・子どもから高齢者まで幅広い年齢層がいつでも気軽に学習できる講座や講演会などを開催します。
・イベント時なども公民館のイメージアップに繋がるよう、すべての来館者に親しみのある施設づくり
を提供します。
・成人向け講座では、趣味・教養・技能など町民の要望に応えた講座を企画し実施します。
・子ども向け講座では、学校の長期休業期間を利用し、教育施設として活用できる講座を企画し実施し
ます。
・地域の伝統文化や特色ある素材を生かした事業や各種団体・サークル、学級・講座などの成果を発表
する機会の場を提供する事業を実施します。
・町民が町の事業への参加意欲を湧き立てる魅力ある施設運営、いつ来ても居心地の良い快適な施設環
境を提供し利用増進を目指します。

・趣味・教養・技能などの各分野のバランスを考慮した講座を年間通して開催して、町民の学習意欲の
向上と受講者数の増加につなげました。
　成人講座を２７講座、１２５回(延べ人数１，２５６名参加)、子ども講座を７講座、１２回(延べ人
数１８２名参加)を実施しました。
　４/１５〜４/２５まで公民館講座で制作した作品(書道、パッチワーク、ハンドクラフト）の合同作
品展を展示ホールで開催しました。

(２)子どもたちに対する接し方 (２)子どもたちに対する接し方
・子どもたちが、学校以外の環境の中での教育施設として活用できる講座を毎年企画し、実施します。
子どもたちの不安な気持ちを当たり前として受け止め、さらに不安に思うことを安心に変えられるよう
考慮し、内容を検討します。
・全身を使い運動が身につくバルシューレや頭の体操を目的とするシナプソロジー、父の日・母の日に
両親に贈り物を作成する等の子どもたちに直接説的に接することができる講座を実施します。

子どもたちが基礎運動能力・自発性・社会性を身につけられる講座「公民館でレッツ！バルシュー
レ」、父の日のお父さんへ、いつもお世話になってる人へ、親子で楽しくパン作り「親子でパン作り講
座～お顔パンを作ってみよう！」を実施しました。

(３)その他事業の充実のため各種の資格を持つ人材の配置や人材育成についての考え方 (３)その他事業の充実のため各種の資格を持つ人材の配置や人材育成についての考え方
・公民館講座や自主事業の実施について、企画や運営運営の様々な観点からこれらに携わる各種の資格
を持つ職員を将来的に配置できれば良いと考えています。この資格等を持つ職員と他の職員が常に共有
しながら業務を行うことで人材育成を図ります。

公民館講座や自主事業等の公民館事業の実施にあたり社会教育主事任用資格者を事業担当者として配置
しました。

客観的評価 職員研修の基本方針 職員研修の基本方針

・公益的かつ能率的な運営を推進する職員としてふさわしい識見および技能等を習得することにより、
職員の資質の形成及び向上を図り、自ら考え、行動のできる職員を育成することを目的とします。
・OFF-JTとOJTを組み合わせた研修計画を年度ごとに策定して、職員の能力開発と育成を確実に推進し
ます。
・ また、公共施設を維持管理・運営する指定管理者として、常に問題意識を抱きながら、公平かつ利
便性の高い市民サービスを提供できる人材の育成に努めます。

・公益的かつ能率的な運営を推進する職員としてふさわしい識見および技能等を育成することにより、
職員の資質の形成及び向上を図り、自ら考え、行動のできる職員を育成することを目的として、研修計
画を実施しています。
・公共施設を維持管理及び運営する指定管理者として、常に問題意識を抱きながら、公平かつ利便性の
高い市民サービスを提供できる人材の育成に努めています。

職員研修の基本体系 職員研修の基本体系

・基本体系をもとに研修を行い、研修範囲は職場内研修（OJT）と職場外研修（OFF-JT）の２大区分と
します。
・OJTにおいては職員間の相互信頼に基づく創意工夫により、刻一刻と変化する施設の利用状況に対応
し、開かれた施設運営を行う人材を育んでまいります。
・OFF-JTにおいては、エチケット・マナーなどの基本的な接遇力向上や、公共施設における業務遂行の
基本的な考え方、公平性や情報公開などについての意識教育を行います。

・基本体系をもとに研修を行い、研修範囲は職場内研修（OJT）と職場外研修（OFF-JT）の２大区分と
しています。
・OJTにおいては職員間の相互信頼に基づく創意工夫により、刻一刻と変化する施設の利用状況に対応
し、開かれた施設運営を行う人材を育んでまいります。
・OFF-JTにおいては、エチケット・マナーなどの基本的な接遇力向上や、公共施設における業務遂行の
基本的な考え方、公平性や情報公開などについての意識教育を行います。
・今年度は新規採用職員等を対象とした「接遇マナー ・クレーム対応研修」及び、全職員を対象の
「日本赤十字社救急法基礎講習会」を実施しました。

(１)迅速かつ正確な判断・処理が可能な職員育成（必須研修）研修 (１)迅速かつ正確な判断・処理が可能な職員育成（必須研修）研修

・利用者の安全を第一に確保できるように、職制に関係なく、身に着けておくべき知識と技能を習得
し、緊急時の的確かつ迅速な対応が行えるように、実践的な研修を行います。

・利用者の安全を第一に確保できるように、職制に関係なく、身に着けておくべき知識と技能を習得
し、緊急時の的確かつ迅速な対応が行えるように、実践的な研修を行っています。

・危機管理、事
故防止、対応

10．個別審査事項

・社会教育施設
としての利用増
進の考え方（貸
室管理含）の考
え方

についての考え
方
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1-①芽室町中央公民館指定管理者申請提案比較表

分類 申請提案 令和７年度実績
客観的評価 (２)職制における基本研修 (２)職制における基本研修

・利用者と直接、接する業務が多く、その時の評価が施設の印象となることが想定されることから、利
用者対応や電話での話し方を中心とした研修を行います。

・顧客対応マニュアルに基づき、身だしなみ、言葉遣い、応対など専門の講師を招いて「接遇マナー研
修」を実施し、利用者には常に親切、丁寧な応対に努めています。

また、指定管理者として把握しておくべき、行政施策や課題、公の施設の在り方などの基本的な知識を
得ることで、業務への理解を深める研修も行います。

職制に応じた研修を実施し、自身の立ち位置への理解や職員間の風通しを良くするための知識と技能
を習得することを目的とした研修を実施します。

(３)専門性の高い職員育成（専門研修） (３)専門性の高い職員育成（専門研修）

・それぞれの施設における専門的な業務の基本スキルの習得を目指す研修として、維持管理における草
刈り業務での基本作業ルールや、舞台技術における基本知識や環境づくりなど、当財団の職員のみなら
ず外部指導者も含めた知識の均一化を図ることを目的とした研修とします。

・専門的な業務の基本スキルの習得を目指す研修として、舞台技術における基本知識や環境づくりな
ど、知識の均一化を図る研修を行いました。

(４)派遣研修/ブラッシュアップ研修 (４)派遣研修/ブラッシュアップ研修

・実践的な経験値を加え、さらなる技術の習得や最新の技術や情報の収集のために先進地への派遣研修
や専門家を招聘した技術研修を実施します。

・北海道舞台芸術情報フェア2025に１名を派遣しました。(舞台芸術の公演企画の最新情報を市町村や
文化施設に等に提供し、次年度事業の検討に資するとともに、文化施設等と公演企画団体の相互の連携
を図ることを目的・そのほか、類似施設の見学や道内外の類似団体との研修会への参加をすることで、情報の共有化や相

互交流の促進を図り、各地方における方向性を確認します。それにより、ひとつの地域だけではなく、
より広域の範囲での生涯学習振興の担い手としての自覚と具体的な行動方針を考える力を身に着けま
す。

に開催）

(５)ジョブローテーション (５)ジョブローテーション

・機能の異なる施設が多数存在することから、人事異動および人事交流を通して人材育成を行うこと
で、それぞれの施設での特殊な業務経験や異なる客層への対応を身に着けると同時に、自身が所属する
施設の課題を発見する機会を与えます。

・機能の異なる施設が多数存在することから、それぞれの施設での特殊な業務経験や異なる客層への対
応を身に着け、自身が所属する施設の課題を発見する機会を与える人事交流を行っています。

客観的評価 利用者への情報提供についての方策 利用者への情報提供についての方策

(１)施設利用者への広報活動 (１)施設利用者への広報活動

・生涯学習や芸術・文化活動に興味を持つ人が利用することが多い管内の文化施設にポスターやチラシ
の掲示・設置を行います。
・大規模イベントに関しては、芽室町中央公民館のほか町内公共施設や学校・管内ホテルなどにもポス
ター掲示・設置を行い、公民館でのポスター掲示・設置を行い、町民や来町する観光客にも広くPR活動
を展開します。

・デジタルサイネージを活用することで、より視覚を刺激した、情報提供が可能となります。

(２)町内や十勝管内に対する広報活動 (２)町内や十勝管内に対する広報活動

・芽室町広報誌「すまいる」は町内に約７,３５０部配布され、最も集客力のある広報ツールとして活
用します。
・十勝管内での普及率が非常に高い十勝毎日新聞や北海道新聞などへ「広告」としての事業PRや記事掲
載としての事業PRなどの活用を検討します。

・広告として活用する場合は事業の展開に応じて適切なタイミングで宣伝を行い、記事掲載にあたって
は、事業のアピールポイントを明確にした情報提供を心がけます。
・当日の取材による事後の報告記事掲載は、管理施設の取組み発信にもつながるため合わせて掲載を働
きかけます。
・ラジオやテレビによる情報提供は普段生涯学習や芸術・文化に接することの少ない方に対しても情報
を知らせることが可能となります。事業や講座の特徴を簡潔にまとめたプレスリリースや地元FM局への
定期的なイベント情報の放送依頼を行います。

(３)広域にわたる広報活動 (３)広域にわたる広報活動

・ホームページは見やすさと読みやすさに配慮し、豊富な情報量と最新の情報提供を行います。
・当財団のホームページは一日のアクセス数平均約1200人、月平均約36000人に閲覧されています。
・アクセス数（＝訪問者）のみではなく、訪問者がそのサイト上でどのような行動をとったかという分
析を行いホームページの見易さ、わかりやすさをより改善する取組みを行います。

・当財団の公式Facebook等をリアルタイムな情報を発信できる方法として活用しています。当財団の主
催事業情報の提供を行い、イベント開催や施設のお知らせ情報も発信します。

１１.特筆事項(特にPRする活動があれば記入をしてください)

・利用者への情
報提供について
の考え方

　指定期間内の目標として公民館周辺で商業と文化芸術や生涯学習を融合させた住民が集うイベント等を企画検討いたします。芽室町教育委員会の担当者との連携を密にして利用者が安心安全に利用できるよう施設運営、防災訓練等に取
り組んでいます。文化事業においては、町が主催する「町民文化展、文化芸術鑑賞会、フレンドリーコンサート」などに職員を参画させ社会教育事業の推進に協力いたしました。自主事業については、大人向け事業３本と子ども向け事業
１本を実施し舞台芸術の鑑賞機会、参加型のワークショップ等を提供し公民館からの魅力発信に努めました。公民館講座においても、成人講座２７講座と子ども講座７講座を開催しました。施設管理に関しては、当財団が進めるＬＥＤ照
明導入計画完了し、新たな計画として舞台ＬＥＤ機材の導入を行いました。芽室町の「クリーンめむろ環境基本計画」、「ゼロカーボンシティ宣言」の定めるところにより今後も省エネルギーの促進及びライフサイクルコストの抑制に努
めます。

・当財団ホームページ及びＳＮＳ、芽室町広報誌「すまいる」、ＦＭラジオ（ＪＡＧＡ・ＦＭ ＷＩＮ
Ｇ）、新聞記事(十勝毎日新聞・北海道新聞）、フリーペーパー（Ｃｈａｉ）、新聞チラシ、小中学校
にチラシ送付等、事前周知を幅広く行いました。

・毎月提出される解析レポートを基に、訪問者がホームページのサイト上でどのような行動をとったか
という分析を行いホームページの見易さ、わかりやすさをより改善する取組みを行い、より見やすさと
読みやすさに配慮し、豊富な情報量と最新の情報提供を行っています。
・当財団の公式Facebookをリアルタイムな情報を発信できる方法として活用し、主催事業情報の提供、
イベント開催や施設のお知らせ情報を発信しています。

・管内の文化施設に各公民講座及び自主事業のポスターやチラシの掲示・設置を行いました。また、デ
ジタルサイネージを活用することで、より視覚を刺激した、情報提供を行いました。
・情報コーナーに町内及び近隣市町村で行われるイベントなどのポスター、パンフレットを掲示・設置
して広く来館者にＰＲしております。

についての考え
方
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緊急時の対応

区分

危機管理基本マニュアルの作成 仕様書 有 別添

実施日 内容

6月25日
（水）

6月25日(水)13時00分、2階ロビーより出火。火
災報知機が作動、直ちに発生場所を確認し、館
内放送で火災発生を知らせ避難指示、消防署及
び芽室町教育委員会への通報をする。
火災発生時、他各階に使用者あり。避難誘導係
は安全な方向に利用者を誘導し避難をする。
消火係は初期消火するが火の勢いが増したので
消火を止め直ちに避難。各係員は状況を防火管
理者に報告。負傷者なし、在館者は全員避難完
了。

避難訓練終了後、副総括施設責任者より避難訓
練の講評及び消防設備点検業者より消防設備機
器、消火器の取扱説明を受ける。
※参加人数14名

実施日 内容

12月5日
（金）

12月5日(金)13時00分、大ホールステージより出
火。火災報知機が作動、直ちに発生場所を確認
し、館内放送で火災発生を知らせ避難指示、芽
室町教育委員会(今回は消防署への通報はありま
せん）への通報をする。
火災発生時、他各階に使用者あり。避難誘導係
は安全な方向に利用者を誘導し避難をする。
消火係は初期消火するが火の勢いが増したので
消火を止め直ちに避難。各係員は状況を防火管
理者に報告。負傷者なし、在館者は全員避難完
了。

避難訓練終了後、副総括施設責任者より避難訓
練の講評及び消防設備点検業者より消防設備機
器の取扱説明を受ける。
※参加人数12名

実績

避難訓練の実施(年1回) 法定

避難訓練の実施(年1回) 法定
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人員配置 居住地

職　　種 計画 実績

管 理 責 任 者 （ 常 勤 ） 1　名 1　名 帯広市

事業担当職員 （常 勤） 1　名 1　名 芽室町

施設担当職員 （常 勤） 4　名 5　名

施設担当職員（パート） 1　名 1　名 芽室町

事業担当員（ パー ト） 1　名 1　名 芽室町

管理勤務の状況

勤務時間 計画 実績

8 時 30 分 ～ 17 時 15 分 3　名 3　名

13 時 15 分 ～ 22 時 00 分 1　名 1　名

17 時 30 分 ～ 22 時 00 分 1　名 1　名

(1) 管理業務

1-②中央公民館施設指定管理業務人員配置一覧表

※施設担当職員（常勤、パート）は大ホールの舞台、音響操作、
照明操作を兼務

帯広市3名、音更町1名、
新得町1名(7月～10月)
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1-③ 施設管理業務実施状況

項目 仕様 実績(実施日)

日常清掃 毎日 毎日

特別清掃

　床 6/1、10/5、2/6

　ガラス清掃委託 年2回 6/1、10/5,11

　ルーフドレーン清掃 年2回(春,秋) 4/18,27、6/7、7/13、9/19,20,22、10/11,28

警備(機械)
平日、土・日23:00～翌7:30
休館日:7:30～翌7:30

休館日以外　 22:00～翌7:30
休館日　      7:30～翌7:30
※臨時開館  7/6 20:30～翌7:30  9/7 19:30～翌7:30

消防設備保守点検

　総合点検 年1回 6/25

　機器点検 年1回 12/5

エレベーター保守点検委託
法定点検(年1回)
専門技術員点検(年4回)

7/22
4/17、7/22、10/23、1/22

電気保守点検 隔月1回 4/8、6/17、8/22、10/16、12/4、2/3

ボイラー保守点検 整備、保守点検・年1回 5/26

大ホール舞台吊物設備保守点検 年次点検(年1回)・通常点検(年2回） 7/10、11/13、3/26

電話機保守点検委託 年4回 6/24、9/18、12/18、3/23

建築物環境衛生技管理技術者 年1回（報告書） 直営　5/21(報告)

空気環境測定業務 年6回(隔月) 5/13、7/8、9/2、11/6、1/7、3/3

貯水漕清掃委託 年1回 8/7

音響、照明技術者委託 年間170回 直営

大ホール音響設備保守点検 年1回 8/21,22

ガス点検委託 4年に1回（R10）

三点吊りマイク保守 4年に1回（R7，R11） 8/21,22(毎年実施)

ピアノ保守点検・調律 年1～2回　2台 8/28,29、2/24,25

特定建築物定期検査業務 年1回 7/18

特定建築物防火設備定期検査業務 年1回 7/18

大ホール照明設備保守点検 年1回 9/22

ねずみ及び昆虫等防除業務 館内4室 年2回実施（8/14,18、2/2,6）

* 日常点検は項目から除外

 仕様書、法定業務以外に自主的に行った管理業務

項目

地下タンク検査

飲料水水質検査

防火対象物設備点検

地下タンク点検

冷媒漏洩点検

除雪作業等安全講習会

煙道煤じん除去作業

施設周辺環境整備
(芝管理、除雪業務等)

地下ピット桝清掃

スキルアップ研修

大ホールメンテナンス作業

実績

年2回実施（8/14、2/2）

作業実施（5/13,11/7）

点検実施（4/10、5/11、6/19、7/20、8/19、9/17、10/22、11/13、12/19、1/21、2/18、3/25）

点検実施（5/15、8/19、12/19、3/11）

実施日（12/11）

実施日（11/13）

実施日（5/7,12/3）

作業実施（5/10、9/24、1/20）

年2回実施（6/26、12/15）

作業実施　(4/4,18,24、5/9,11,20,23、6/5,7,8,16,22,23,28、
7/3,12,13,17,26、8/5,6,8,9,21,22,24、9/3,15,16,23,29、
10/7,13,18,20,21,27、11/4,7,21、12/2,4,8,9,11,12,14,15,16,19,26、
1/13,20,28,29、2/6,11,15,28、3/4,5,7,17,21,26）

漏洩検査年1回実施(5/29）
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1-④公民館講座(成人講座)実績

講座名 回数 定員 開催日 実参加者数 延べ参加者数 受講料 内　　容

1
能楽講座「写謡～文字から知る
能楽の魅力」(一回目）

1 20 4月19日

 9 9 500円

「写謡（しゃうたい）」とは、石川県の金沢能楽美術館の発案に
より、能楽の台本にあたる「謡本（うたいぼん）」の流麗な文字
の写し書きを中心に、演目内容やその時代背景などを学ぶもので
す。今回の能作品は、春の隅田川の河畔を舞台にした悲劇、「隅
田川」です。行方知れずの我が子を求めて旅を続けていた母親
は、東の果ての隅田川の渡し舟の中で、すでに我が子は塚に葬ら
れたことを知る…。能作品の傑作です。

2
ナチュラル・パッチワークキル
ト講座（一回目）

6 10
4月8･22日
5月13･27日
6月10･24日

10 48 3,000円

オリジナルのキットの中から、自分が作りたい作品を選んで、自
分のペースで作品を作ることが出来る、達成感を感じられる講座
です。パッチワークをやってみたいけれど、難しそうだとなかな
か一歩が踏み出せない初心者の方でもじっくり丁寧に指導します
ので、安心してご参加ください。

3
腰痛！肩こり改善！自分で楽々
リンパケア講座（一回目）

8 20
4月19･21･28日
5月19･29日
6月2･9･16日

19 127 3,000円
自分の手で！服を着たまま「ふれる・なでる・ゆらす」などのや
さしいリンパケアでカラダを感じ、自分に気づき、腰痛・肩こり
の改善に効果的なケアと身体操作を学びます。

4 身体が整うヨガ講座 6 20
4月10･17日
5月1･8･15･29日 19 88 3,000円

呼吸を意識しながら、前半は股関節や肩周りをしっかりほぐすヨ
ガを行います。後半は力強いポーズとリラックスの繰り返しで、
自律神経や血液、リンパの流れを良くしながら、全身を整えてい
きます。

5 ストレッチエクササイズ講座 8 10
5月8･15･22･29日
6月5･12･19･26日 8 58 3,000円

運動器の機能や、身体のケアを中心に軽体操を行い、ストレッチ
をして気持ちよく心身を整えましょう。日頃の疲れや凝り、また
は身体の不具合をある程度自分で解消できるようにしていきま
す。運動習慣のない方でも参加しやすい講座です。

6
楽しいステンドグラス講座（一
回目）

1 10 5月17日
 5 5 500円
今回のステンドグラス講座では「フラワーベース」を作ります。
色はクリア、グリーン、ブルー、アンバー(茶系)、ワインの5色か
らお選びいただけます。ガラス瓶、フェイクグリーン付き。

7 フラワージェルキャンドル講座 1 10 5月20日 4 4 500円
好きなお花を選んで、自分だけのジェルキャンドル作りをしてみ
ませんか。ガラスの下の部分にお花を詰め、ジェルを流してお花
を固め、その上に芯を立ててジェルを流して完成です。

計　　画 実　　績
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1-④公民館講座(成人講座)実績

講座名 回数 定員 開催日 実参加者数 延べ参加者数 受講料 内　　容

計　　画 実　　績

8
身体の柔軟性がアップするヨガ
講座

6 20
6月12･19日
7月3･10･17･24日 17 79 3,000円

身体が硬く、体調が悪い方は是非！呼吸に合わせながら、ヨガの
ポーズで動いて硬さを除いていき、その後は筋肉に少し刺激を与
えるポーズ。身体の不調とさよならしましょう。

9
からだと心を整え免疫力アップ
を目指すピラティス講座（一回
目）

6 10
6月13･20･27日
7月11･18･25日 8 42 3,000円

無理なくすっきり気持ちよく！深い呼吸を取り戻し、体内の流れ
をスムーズに促します。筋肉を穏やかに鍛え、疲れにくい身体を
作りましょう。

10
能楽講座「写謡～文字から知る
能楽の魅力」（二回目）

1 20 7月5日 8 8 500円

「写謡（しゃうたい）」とは、石川県の金沢能楽美術館の発案に
より、能楽の台本にあたる「謡本（うたいぼん）」の流麗な文字
の写し書きを中心に、演目内容やその時代背景などを学ぶもので
す。今回の能作品は、世阿弥の「山姥(やまんば)」です。都から
来た女芸能者は、善光寺参詣の途中の山中で山姥に出合う。山姥
は仏教の摂理を説いて舞を舞い、やがて、どこへともなく去って
いく…。哲学的要素と芸術的要素が絡み合った作品です。

11
ナチュラル・パッチワークキル
ト講座（二回目）

6 10
7月8･22日
8月5･19日
9月2･16日

9 47 3,000円

オリジナルのキットの中から、自分が作りたい作品を選んで、自
分のペースで作品を作ることが出来る、達成感を感じられる講座
です。パッチワークをやってみたいけれど、難しそうだとなかな
か一歩が踏み出せない初心者の方でもじっくり丁寧に指導します
ので、安心してご参加ください。

12
初めての肩ゆるゆるリンパケア
講座

6 20
8月18･25日
9月1･8･22･29日 6 30 3,000円

リンパケアの効果的なケアと身体操作を学びませんか？「肩」に
重点を置いた講座を行います。初めての方も大歓迎！今回は午前
中の時間帯で開催します。肩こりなどの身体の不調をすっきり改
善しましょう！

13
心とからだが目覚める～スロー
エアロビック講座

中止
(受講申込み者2名のため）

スローエアロビックとは、気張らず・頑張らず・無理せずに「開
く・伸ばす・ひねる」の3つの要素を取り入れた新感覚のエクササ
イズです。激しい動きではなくシンプルで自然な動きを取り入れ
ながら、身近な音楽に合わせて、楽しく身体をほぐすことで脳
フィットネスを高め、前向きで意欲にあふれた毎日を過ごしま
しょう。運動が苦手な方でも初心者の方でも安心してご参加いた
だけます。

14
自律神経をリセットするヨガ講
座

6 20
8月28日
9月4･11･18･25日
10月2日

18 88 3,000円
夏の疲れで自律神経も乱れがち。自律神経で大切な背骨の動きを
多く取り入れながら、深い呼吸を意識してヨガをしていきましょ
う。
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1-④公民館講座(成人講座)実績

講座名 回数 定員 開催日 実参加者数 延べ参加者数 受講料 内　　容

計　　画 実　　績

15
からだと心を整え免疫アップを
目指すピラティス講座（二回
目）

6 10
9月12･19･26日
10月3･10･17日 6 31 3,000円

無理なくすっきり気持ちよく！深い呼吸を取り戻し、体内の流れ
をスムーズに促します。筋肉を穏やかに鍛え、疲れにくい身体を
作りましょう。

16
楽しいステンドグラス講座（二
回目）

1 8 9月20日 7 7 500円

今回のステンドグラス講座では、「ハウス型メモスタンド」を作
ります。裏側にメモや写真などを挟むことができます。ハウスの
色は、クリア、グリーン、ブルー、アンバー(茶系)、ワインの5色
からお選びください。

17
ナチュラル・パッチワークキル
ト講座（三回目）

6 10
10月7･21日
11月4･18日
12月2･16日

10 48 3,000円

オリジナルのキットの中から、自分が作りたい作品を選んで、自
分のペースで作品を作ることが出来る、達成感を感じられる講座
です。パッチワークをやってみたいけれど、難しそうだとなかな
か一歩が踏み出せない初心者の方でもじっくり丁寧に指導します
ので、安心してご参加ください。

18 睡眠を改善するヨガ講座 6 20
10月16･23日
11月6･13･27日
12月4日

20 86 3,000円
ヨガで全身の血流の巡りを良くし、心身の緊張をほぐして、1日の
疲れを取りましょう。ヨガで睡眠の質を変えていきませんか？

19
能楽講座「写謡～文字から知る
能楽の魅力」(三回目)

1 20 10月18日

 6 6 500円

「写謡（しゃうたい）」とは、石川県の金沢能楽美術館の発案に
より、能楽の台本にあたる「謡本（うたいぼん）」の流麗な文字
の写し書きを中心に、演目内容やその時代背景などを学ぶもので
す。今回の能作品は、古今和歌集、「松虫(まつむし)」です。古
今集の序の「松虫の音に友を偲ぶ」の一説から着想を得て、二人
の男の深い友情を描いた作品です。曲の最後に謡われる虫の音が
物悲しい。

20
腰痛！肩こり改善！自分で楽々
リンパケア講座(二回目）

8 20
10月20･27日
11月10･17日
12月1･8･15･22日

16 78 3,000円
自分の手で！服を着たまま「ふれる・なでる・ゆらす」などのや
さしいリンパケアでカラダを感じ、自分に気づき、腰痛・肩こり
の改善に効果的なケアと身体操作を学びます。

21
アロマ講座～アロマハンドク
リームとアロマスプレー作り

1 10 11月8日
 4 4 500円

乾燥する時期にお肌をしっとりうるおすアロマハンドクリーム
と、用途に合わせて香りを選んでアロマスプレー(消臭スプレー、
ルームスプレーなど)を作ります。アロマの優しい香りに癒されな
がら、アロマの使い方を学び、自分の好みのクリームとスプレー
をつくってみませんか。
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1-④公民館講座(成人講座)実績

講座名 回数 定員 開催日 実参加者数 延べ参加者数 受講料 内　　容

計　　画 実　　績

22 ＵＶ球体レジンの作り方講座 1 10 11月19日
 7 7 500円

好きなお花を選んでもらい、丸い型に封じ込めて球体にしていく
やり方をお教えします。初心者の方でも気軽に参加できる講座に
なってます。当日、キーホルダーかネックレス、どちらかを選ん
でいただけます。

23
ストレッチポールでスッキリ姿
勢改善講座

6 10
11月21･28日
12月5･12･19･26日 13 63 3,000円

ストレッチポールを使って、いろいろな姿勢を取りながら呼吸を
繰り返す軽運動で、骨盤底筋群とお腹まわりの筋肉に効果的にア
プローチできるので、姿勢改善はもちろん、ポッコリおなかの引
き締めや腰痛予防・改善など、メリットがたくさんの講座です。
激しい動きはしないので、無理なく、凝り固まった身体をほぐし
て気分スッキリな講座です。

24
1日のリセットに～はじめてのや
さしい夜ピラティス講座

6 10
11月11･18･25日
12月2･9･16日 13 58 3,000円

ピラティスを始めてみたい方や、運動不足を解消したい方のため
に、初心者向けのピラティス講座を開催します。ピラティスのエ
クササイズは、身体の体幹の筋肉を安全に、効率よく鍛えること
ができます。呼吸を意識した動きで、全身の筋力強化、柔軟性、
バランス能力を高めることが目的の講座です。１日のリセット
に、ピラティスで心とからだを整えませんか。

25
腰痛！肩こり改善！自分で楽々
リンパケア講座（三回目）

8 20
1月5･19日
2月9･16日
3月2･9･16･23日

13 81 3,000円
自分の手で！服を着たまま「ふれる・なでる・ゆらす」などのや
さしいリンパケアでカラダを感じ、自分に気づき、腰痛・肩こり
の改善に効果的なケアと身体操作を学びます。

26
ナチュラル・パッチワークキル
ト講座(四回目）

6 10
1月13･27日
2月10･24日
3月10･24日

10 55 3,000円

オリジナルのキットの中から、自分が作りたい作品を選んで、自
分のペースで作品を作ることが出来る、達成感を感じられる講座
です。パッチワークをやってみたいけれど、難しそうだとなかな
か一歩が踏み出せない初心者の方でもじっくり丁寧に指導します
ので、安心してご参加ください。

27 凝りに効かせるヨガ講座 6 20
1月16･30日
2月6･13･20･27日 18 93 3,000円

冬の寒さや雪かきで肩や腰などへの負担が強くなってくる時期。
ヨガで血行をよくほぐし辛い凝りを改善しましょう。

23



1-④公民館講座(成人講座)実績

講座名 回数 定員 開催日 実参加者数 延べ参加者数 受講料 内　　容

計　　画 実　　績

28
能楽講座「写謡～文字から知る
能楽の魅力」(四回目)

1 20 2月7日

 6 6 500円

「写謡（しゃうたい）」とは、石川県の金沢能楽美術館の発案に
より、能楽の台本にあたる「謡本（うたいぼん）」の流麗な文字
の写し書きを中心に、演目内容やその時代背景などを学ぶもので
す。今回の能作品は、「鶴亀(つるかめ)」。新春、唐の都の朝廷
において、年の最初の祝祭が催された。皇帝は拝賀を受け、万民
もその場に集う。天下泰平、国家の長久を祈念する祝曲。

* 必要に応じて講座に関する資料を添付してください。

**仕様書･･･年間２４講座以上実施

　２７講座（１２５回）実施 　１講座（６回）中止
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1-④公民館講座(子ども講座)実績

講　座　名 回数 定員 備　　考 開催日 実参加者数 延べ参加者数 内　　容

1
コリントゲームを作ってみよ
う！

2 各20 材料費のみ徴収
5月10日
①9:30～10:30
②11:30～12:30

12
4

16

スマートボールの遊び方と一緒のコリントゲームを作っ
てみよう！木製のピンの打ち方は自由で、打ち方によっ
てはボールの転がり方が変わります。出来上がったらお
家で色を塗ったり、シールを貼ったり、オリジナルのコ
リントゲームを作って楽しく遊びましょう。

2
親子でパン作り講座～お顔パン
を作ろう！

1 10組 材料費のみ徴収 6月14日
32

(16組)
32

父の日にお父さんへ、いつもお世話になっている人へ、
記念に自分のお顔パン…どんなパンでもOK！親子で楽し
くパンを作りましょう♪

3
夏休み子ども講座～ハーバリウ
ムを作ってみよう！

1 15 材料費のみ徴収 8月2日 21 21
上手に作れるコツを知れば、好きなお花や貝殻、ガラス
瓶に詰めて、オイルを流すと、自分だけのハーバリウム
が簡単に作れます。夏休みの工作にもオススメです。

4
ポーセラーツ講座～オリジナル
のプレートを作ってみよう！

1 8 材料費のみ徴収 12月6日 6 6

ポーセラーツで、オリジナルのプレート(お皿)を作りま
しょう。転写紙(シールのようなもの)を選び、プレート
に貼って作ります。クリスマスらしく作って飾ったり、
普段使いのプレートを作ったりして楽しみましょう。
「ポーセラーツ」とは白磁器に転写紙を貼り、電気炉で
焼成して完成させるクラフトです。

5 公民館でレッツ！バルシューレ 3 30 無料 12月12･19･26日
 20 55

バルシューレとは、基礎運動能力・自発性・社会性を身
につけられる教育研究を背景に持ったボール運動教室で
す。ボールなどを使った様々な運動遊びを楽しく経験す
ることで、状況に合わせて自分自身で判断し、行動する
力や気持ちを育てます。

6
カルトナージュ講座～楕円形の
バスケットを作ってみよう！

1 10 材料費のみ徴収 1月5日
 11 11

好きな柄の布を貼って、自分だけのステキな『楕円形の
バスケット』を作りましょう。カルトナージュとは、18
世紀に生まれたフランスの伝統工芸です。厚紙をカット
し、組み立てたものに布を貼り、最後に合皮のステッチ
ベルトをつけます。

7
キッズ☆ヒップホップダンス講
座

3 10 無料 2月13･20･27日
 18 41

音楽に合わせて準備運動をした後はリズムを取ったり
ジャンプをしたり、最後は楽しく踊りましょう♪ヒップ
ホップダンスが初めての子でも挑戦しやすいクラスで
す。楽しみながら身体を育てます。

* 必要に応じて講座に関する資料を添付してください。

**仕様書･･･年間６講座以上実施

　７講座（１２回）実施

計　　画
 

実　　績
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1-⑤自主事業の実績
(このシートは自主事業を実施した場合、作成・添付してください。必要に応じて
 項目を追加してください)

開催期間 令和７年４月１日～令和８年３月３１日

事業の概要

『チケット取扱い販売』

　十勝管内各施設で行われるイベント等のチケット販売を行いました。
　別紙「令和７年度チケット取り扱い状況」参照

対象者 芽室町民及び一般

取扱枚数 １，１８５枚

開催期間 令和７年６月１９日（木）

事業の概要

『１７９市町村社交ダンス　無料体験講座』

　優雅な動きやリズムを楽しみながら運動不足の解消や姿勢改善にも役立つダンス講
座です。

対象者 一般

参加者数 ２９人

開催期間 令和７年９月６日（土）・９月７日（日）

事業の概要

『こどもアート体験事業』

　人形劇の本場チェコを拠点に活躍されている人形劇師沢則之さんによる小作品の上
演と人形劇ワークショップです。

対象者 小学１年生～中学３年生

参加者数 ２９人

開催期間 令和７年１０月２５日（土）

事業の概要

『上杉周大　ライブ＆トーク』

　北海道を拠点としてミュージシャン、タレントとしても活躍している札幌出身の上
杉周大による音楽とおしゃべりを楽しんでいただけるライブショーです。

対象者 一般 ※未就学児入場不可

入場者数 ３１０人

開催期間 令和８年１月３１日（土）

事業の概要

『メムロタウンコンサート　左藤優マリンバコンサート』

　地元十勝で活動している若手演奏家がお届けするマリンバの音色に心癒されるコン
サートです。

対象者 一般 ※未就学児入場不可

入場者数 ２０３人
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イベント名 開催日 場所
販売
枚数

1 石黒会　優勝記念コンサート 4月6日 帯広市民文化ホール 2/20 ～ 4/5 40

2
ぷれいおん春のお楽しみシアター
「おかえし」「おむすびころりん」

5月6日 ぷれいおんとかち 3/28 ～ 5/5 4

3
とかちアコースティックユニオン
ローカルヒーローinおとふけ

5月10日 音更町文化センター 3/20 ～ 5/9 4

4
北海道十勝しみず吹奏楽団ファミ
リーコンサート

5月11日 清水町文化センター 3/25 ～ 5/11 14

5 音更福北寄席 5月31日 音更町文化センター 4/10 ～ 5/29 22

6 浦幌福北寄席 6月1日 浦幌町コスミックホール 4/10 ～ 5/29 2

7 松野　迅ヴァイオリンコンサート 6月21日 とかちプラザ 4/19 ～ 6/21 1

8 令和7年度　第54回民謡民舞十勝大会 6月22日 音更町文化センター 4/26 ～ 6/19 2

9
宝くじふるさとワクワク劇場in
十勝しみず

7月6日 清水町文化センター 5/7 ～ 7/4 13

10
清水福北寄席
桂宮治・坂本頼光　二人会

8月20日 清水町文化センター 5/26 ～ 8/19 24

11 民族歌舞団「花こま」帯広公演 8月11日 とかちプラザ 7/18 ～ 8/10 0

上杉周大　ライブ＆トーク 10月25日 芽室町中央公民館 8/2 ～ 10/25 300

12 月亭方正・神田京子　二人会 9月15日 清水町文化センター 8/6 ～ 9/12 6

13 田中　彬博　ギターコンサート 9月23日 とかちプラザ 8/15 ～ 9/23 2

14
芽室町文化芸術鑑賞会　親子のため
のクラシックコンサート
「音楽の絵本-ダンディズム」

11月1日 芽室町中央公民館 8/20 ～ 10/31 456

15
演劇　僕の幸せの森　3周年記念公演
演劇　てぶくろを買いに

12月23日 とかちプラザ 9/1 ～ 12/22 0

16
よろず劇場とんがらし
ラーくんのおもしろパネルミュージアム

11月30日 芽室町中央公民館 9/26 ～ 11/29 58

17 第３回　鹿追芸術祭 11月9日 鹿追町民ホール 9/29 ～ 11/8 1

18
2025年度　十勝・帯広「九条の会」
学習会

11月22日 音更町木野コミセン 10/11 ～ 11/22 7

19 梅原司平コンサート 11月29日 とかちプラザ 10/16 ～ 11/29 0

20 第10回十勝しみず第九演奏会 12月21日 清水町文化センター 10/27 ～ 12/19 8

取扱期間

令和７年度　チケット取扱一覧表
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イベント名 開催日 場所
販売
枚数

メムロタウンコンサート
～左藤優マリンバコンサート～

1月31日 芽室町中央公民館 11/7 ～ 1/30 176

21 パンデューロ　ハンド・パン 3月15日 とかちプラザ 12/14 〜 3/15 4

22
第11回北海道少年少女オーケストラ
フェスティバルin音更

2月8日 音更町文化センター 12/16 〜 2/7 4

23
音楽劇「マメムギイモ王国と呪いの
魔女」

3月7日
3月8日

平原通り小劇場 1/6 〜 3/1 5

24
親子で楽しむクラシック朗読コン
サート「星の王子さま」

2月21日 新得町公民館 1/13 〜 2/21 12

25
Tokachi Acoustic Union コンサート
2026

3月21日 幕別町百年記念ホール 1/21 〜 3/20 4

26 令和7年度芸能合同発表会 3月1日 芽室町中央公民館 1/29 〜 2/28 10

27 第2回北海道国際映画祭
3月28日
3月29日

鹿追町民ホール 3/5 〜 3/29 6

〜

〜

〜

〜

～

〜

〜

〜

取扱期間
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1-⑥　利用者アンケートの集計表

(1) 実施状況

(2) 回答の内容

件数 割合

接客 0 0%

料金 1 5%

管理 3 15%

施設 8 40%

他 8 40%

20

(3)対応状況

件数 割合

未 0 0%

済 4 20%

継 14 70%

感 0 0%

他 2 10%

20

(4) 個別案件の対応状況(特に対応等が必要であったものを抽出して記載してください)

対応状況

1 他

インターネット(スマートホ

ン等）で予約できるように

してほしい。

継

2 他
ピアノイス、マイク等更新

してほしい。

3

4

5

公共施設予約システムの導入
により解消を図ります。

現状を把握のうえ年次施設整
備計画に基づき対応を検討い
たします。

施設の管理に関すること(清掃、営業時間等)

施設の改善に関すること

未対応

対応済み

対応継続中

その他(即時対応不能等)

感想

計

その他

計

接客に関すること

利用料金に関すること

実施期間

回収件数

令和７年１１月１８日～１２月２８日

来館（利用）時に用紙を手渡し、帰館時に回収（321件)
実施方法

ホームページからのアンケート回収（0件）

321件

指定管理者から町
への要望・意見等

No． 実施日 主な内容、原因等
対応状況

区分
内容
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１　目的

　直しや利用者満足度の向上につなげる。

２　実施期間

　　令和７年１１月１８日～１２月２８日

３　対象者

　　中央公民館利用者

４　実施要領

　・来館（利用）時にアンケート用紙を渡し、帰館時に直接又は回収箱にて回収　（321/321件）

　・ホームページからのアンケート回答　（0/321件）

５　実施内容

　１．年代について

　２．お住まいについて

　３．利用回数について

　４．今回の利用目的について

　５．部屋の利用について

　６．利用手続きや申込方法について

　７．施設の設備の使いやすさについて

　８．職員の対応について

　９．施設の清掃や整理整頓について

１０．当施設に望むもの

１１．総合的な満足度

１２．その他自由意見

中央公民館利用者アンケート

　　中央公民館利用に関して、利用者の意見・要望をいただくことにより、今後の管理運営の見
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アンケートの結果報告書

芽室町中央公民館利用者アンケート

10代 23 70代 110

20代 9 80代～ 67

30代 18 無回答 8

40代 14

50代 26

60代 46 合計 321

町内 188

町外 83

無回答 50

合計 321

初めて 17 その他 67

週１回 94 無回答 47

週２回 31

月１回 23

月２回 42

合計 321

会議・研修等 13 勉強等 8

サークル活動 231 その他 26

公民館講座 10 無回答 17

展示会 5

発表会 11

合計 321

１．　年代について

２．　お住まいについて

３．　利用回数について

4．　今回のご利用目的について

町内 58%
町外

26%

無回答

16%

10代; 0%

23; 100%

初めて

5%

週１回

29%

週２回

10%月１回

7%

月２回

13%

その他

21%

無回答

15%

会議・研修等 4%

サークル

活動

72%

公民館講座 3%

展示会 2%

発表会 3%

勉強等 3%

その他 8%
無回答 5%

10代

7%

20代

3% 30代

6%
40代

4%

50代

8%

60代

14%

70代

34%

80代～

21%

無回答

3%
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アンケートの結果報告書

9 25

50 25

95 1

58 5

86

78

20

17 （複数回答）

利用しやすい 102

おおむね利用しやすい 83

やや利用しにくい 5

利用しにくい 8

無回答 123

合計 321

利用しやすい 173

おおむね利用しやすい 126

やや利用しにくい 8

利用しにくい 4

無回答 10

合計 321

満足 181

おおむね満足 127

やや不満 6

不満 0

無回答 7

合計 321

  ３ リハーサル室 １１ 調理実習室

  ４ 講堂 １２ 和室

  ５ 研修室

5．　どの部屋をご利用いただきましたか

  １ 展示ホール   ９ 美術工芸室

  ２ 大ホール １０ 視聴覚室

7．　施設内の設備の使いやすさ

8.　職員の対応

  ６ 図書資料室

  ７ 会議室１

  ８ 会議室２

6．　利用する際の手続きや申込方法などについて

利用しやすい

32%

おおむね利用しやすい

26%

やや利用しにくい

2%

利用しにくい

2%

無回答

38%

利用しやすい

54%
おおむね利用しやすい

39%

やや利用しにくい

3%

利用しにくい

1% 無回答 3%

満足

56%
おおむね満足

40%

やや不満

2%

不満

0%

無回答

2%
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アンケートの結果報告書

満足 182

おおむね満足 92

やや不満 2

不満 0

無回答 45

合計 321

32

5

36

43

20

7

30

4 （複数回答）

満足 130

おおむね満足 129

やや不満 4

不満 1

無回答 57

合計 321

9.　施設の清掃や整理整頓

講座、イベント等の充実

清掃、美観の維持

休館日の減少

料金の値下げ

その他

１0.　当施設に望むもの

施設や用具の充実

開館時間の延長

利用手続きの簡素化

・バーが有、鏡が見づらい(リハーサル室）

・いつもキレイで気持ちよく使っています。

・声がひびいて聞き取りづらい（大ホール）

・料金をただにしてほしい。

・エアコンが設置されたので今のところ要望はありません。

・親切に対応いただいています。ありがとうございます。

１1.　総合的な満足度

１2.　その他、自由意見

・とても利用しやすいです。

・インターネットで予約できるとうれしいです。

・お世話になりありがとうございます。お陰さまで後期高齢者も元気で過ごさせて頂いています。

満足

57%
おおむね満足

29%

やや不満

0%

不満 0%

無回答 14%

満足

41%
おおむね満足

40%

やや不満

1%

不満

0%
無回答

18%
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アンケートの結果報告書

困る。

・冷房ありがたいです。

・「申請手続きがやや利用しにくい」と会の申請担当者が言ってます。

・（申請）スマートホンでできると良い。

・利用日が決まっている場合は毎回の手続きは不用にしてほしいです。

・ピアノのイスが老朽化していて傷で色が剥げていたり、ギシギシいったりする。ピアノが古いので買い換えてほしい。

１2.　その他、自由意見

・充分です。

・いつもありがとうございます。

・大ホールの音響の充実（要望）

・公民館の申し込みをインターネット使用でできるようにしてほしい。

・待ち時間が長い。早くスマホで予約できるように。公民館、鉄南、東めむろそれぞれ申請方法や支払いがばらばらで

・職員さん方の対応もいつもよく楽器練習する部屋の対応もあちこちしてくれてとても助かってます。

料金も安くてとてもうれしいです。

・部屋を開ける時間を20分前には開けてほしいです。

・大変満足しております。とても良い施設です。

・受付の方にとても親切に案内していただきました。ありがとうございます。

・リハーサル室に、大ホールのモニターがあると進行の状態がわかりやすいと思います。

・モルックをするのにゴザを借りようとしたら教育委員会で手続きが必要と言われた。公民館の受付でできたら有難い。

・駐車場の線がオレンジと白がありまぎらわしいので改善してほしいです。

・LIVE等もっと多くやってほしい。

・子どもの教室をやってほしい。

・サークル活動でどんな人も使いやすくしていただけるとうれしいです。

・いつもお世話になります。これからもよろしくお願いいたします。

・芽室町はがんばってると思います。

・施設使用について柔軟に対応してほしい。

・中央公民館の大ホールを含め建て替えてほしい。幕別・音更・清水町なみの公民館が欲しい。

・利用料金が比較的安く助かっています。いつもきもちよく利用させて頂いています。ありがとうございます！

チラシもいろいろみられるので十勝や芽室での様々な活動、公演を知ることができるのは役立ちます。

・満足しています。

・設備が整っている。

・音響をもう少し充実させて欲しいです。

・グランドピアノのイスを買いかえてほしい。老朽化しています。

・冬期間部屋が寒い（リハーサル室）

・満足しています。

独自イベントは幕別百年記念ホールがいい公演をよんで下さるなぁと思います。

地域の文化活動へのサポート期待しています！

・入館してすぐに思うことが何か活気がない感じがいつもします。

広い館ですから色々大変でしょうが楽しく使わせてもらってます。
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アンケートの結果報告書

・いつもたくさんいっぱいつかわせていただきありがとうございます！！これからもよろしくおねがいいたします！！

・いつもありがとうございます。体調にはお気をつけください。

・すばらしいです。よいです。

・トイレの個室が少し狭いのですが・・・もう少し広くなるとよい（本人の体型が大きいので気になるかもしれません）

・良いマイクにしてほしい。

・立派なステージで歌えてしあわせ。

・いつもありがとうございます！！

・いつも使わせていただきありがとうございます。これからもよろしくお願いいたします。

・例えば半年分とかまとめて予約できると嬉しいです。

・自衛隊の立て看板はあやまった自衛隊像をつくると思います。災害支援だけでなく他国とたたかう事を目的として

いますので正しく使えないといけないと思います。私は隣国と仲良く戦わないでほしいと思っていますので立て看板

は不快に思いました。

・利用回数が少ないので現行で余り不便は感じない。

・いつもありがとうございます！！

・申し込み方法についてシステムがとてもめんどうです。

35



（回答総サンプル数：３２１件）

１.年代について

　年代別では６０代以上が６９％を占め、年配者の利用が多い。

２.お住まいについて

　町内在住者が５８％、町外からの利用者は２６％となっています。

３.利用回数について

　週１回から週２回が３９％、月１回から２回が２０％となっています。

４.利用目的について

　サークル活動が７２％と大半を占めています。

５.利用した部屋

　大ホール、リハーサル室、図書資料室の利用が高くなっています。

６.手続きや申込み方法について

７.設備の利用のしやすさ

８.職員の接客・対応

９.施設の清潔さ

１０.当施設に望むもの

１１.総合的な満足度

　施設や用具の充実、利用手続きの簡素化、講座・イベント等の充実、料金の値下げを望
む意見が多い。

　満足・概ね満足が８１％で、不満・やや不満は、１．６％（２人）となっています。

公民館利用者アンケート実施結果の概要

　満足・概ね満足が９６％で、不満・やや不満は、２％（６人）となっています。

　満足・概ね満足が８６％で、不満・やや不満は、０．６％（２人）となっています。

　利用しやすい・概ね利用しやすいが５８％で、利用しにくい・やや利用しにくいは４％
（１３人）となっています。

　利用しやすい・概ね利用しやすいが９３％で、利用しにくい・やや利用しにくいは４％
（１３人）となっています。
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意見 回答

インターネット(スマートホン)で予約できるように

してほしい。　　(5件)
公共施設予約システムの導入により解消を図ります。

バーがあり、鏡が見づらい。(リハーサル室） 施設管理者、教育委員会で現状を確認し検討します。

声が響いて聞き取りづらい。(大ホール） 施設管理者、教育委員会で現状を確認し検討します。

料金をただにしてほしい。
利用形態により使用料の減免措置はありますが、施設使

用者に相応の負担をいただくことをご理解ください。

大ホールの音響を充実してほしい(2件)
必要性については施設管理者と教育委員会協議のうえ、

施設の整備計画への可否について検討していきます。

利用日が決まってる場合は毎回の手続きは不用にし

てほしい。

他の利用者(サークル、公共機関の使用等)との兼ね合い

から、特定の活動のため固定的に部屋を確保することは

できないことをご理解ください。

ピアノのイスが老朽化していて傷で色が剥げたり、

ギシギシいったりする。　(2件)

ピアノが古いので買い換えてほしい。

現状を把握のうえ年次施設整備計画に基づき対応を検討

していきます。

良いマイクにしてほしい。
現状を把握のうえ年次施設整備計画に基づき対応を検討

していきます。

モルックをするのにゴザを借りようとしたら教育委

員会で手続きが必要と言われた。公民館の受付で出

来たら有難い。

施設備品の貸し出しに関しては、教育委員会(社会教育

係）が所管していることによる措置であることをご理解

ください。

駐車場の線がオレンジと白がありまぎらわしいので

改善してほしいです。
年次の施設整備計画に基づき対応を検討していきます。

部屋を開ける時間を２０分前には開けてほしいで

す。

各室の使用後の清掃等に要する時間を確保するため、１

０分前開錠としていることをご理解ください。

リハーサル室に、大ホールのモニターがあると進行

の状態がわかりやすいと思います。

必要性については施設管理者と教育委員会協議のうえ、

施設の整備計画への可否について検討していきます。

中央公民館の大ホールを含め立て替えてほしい。幕

別・音更・清水なみの公民館が欲しい。

現時点では施設の建て替えの予定はありません。施設の

老朽化等については、施設の整備計画に基づき対応して

いきます。(芽室町教育委員会)

トイレの個室が少し狭いのですが…もう少し広くな

るとよい

施設の構造の改変に関する改修の予定はありません。使

用の際、不都合等がありましたら施設管理者、教育委員

会にお申し出ください。

自由意見に関する回答　
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1-⑦　苦情の集計表

(1) 苦情の内容

件数 割合

接客 0 0%

料金 0 0%

管理 0 0%

施設 0 0%

他 0 0%

0

(2)対応状況

件数 割合

未 0 0%

済 0 0%

継 0 0%

感 0 0%

他 0 0%

0

(3) 個別案件の対応状況

対応状況

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

No． 実施日 主な内容、原因等
対応状況

区分
内容

計

接客に関すること

利用料金に関すること

施設の管理に関すること(清掃、営業時間等)

施設の改善に関すること

その他

未対応

対応済み

対応継続中

その他(即時対応不能等)

感想

計

※苦情については、特にありませんでした

指定管理者から町へ
の要望・意見等
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1-⑧　三者協議会資料

第1回三者協議会

利用者

町

指 定 管 理
者

措置 内容

1 継
備品の更新については優先順
位があるので検討させていた
だきます。

数年前よりテーブルの更新
を要望している。

2 済

次年度以降、町の公共施設使
用料の見直しを行う予定と
なっており今後値上げとなる
可能性が高いです。受益者負
担の観点から利用者には相応
の負担をいただくことをご理
解ください。

3 済

現状、部屋の予約は偶数月の
１日に翌月、翌々月分を先着
順で予約を受付を受け付けて
おります。今のところ変更予
定はございませんので従来ど
おり予約日にお越しくださ
い。

4
使用時間の１０分前に解錠さ
せていただいております。

5

6

7

指定管理者から町への要
望・意見等

テーブルが折りたたむ時に壊れてい
て使いづらい。テーブルが硬くて開
かない。

会員の多くは年金受給者のため使用
料が負担となっているため音響設備
の使用料を無償化にしてほしい。

予約受付日に朝、番号札を取りに来
るのが大変です。

部屋の解錠時間の確認ですが何分前
に開けていただけるのでしょうか。

意見・協議の内容No．
対応状況

開催日

開催場所

出
席
者

主な議題

令和8年3月13日

芽室町中央公民館　研修室

めむろ柏ふまねっとクラブ　1名
社交ダンスエムディ会　1名

芽室町教育委員会生涯学習課社会教育係　主査　大橋　毅

副統括責任者　　課長補佐　　門屋　俊希
施設管理責任者　主任推進員　成田　敏教

講堂整備・備品等について
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3,216
65,074

区分 延件数 延人数 延日数
展示ホール 215 14,399 214
大ホール 126 12,962 121

リハーサル室 602 6,575 326
講堂 308 11,446 247

研修室 437 5,717 292
図書資料室 506 6,679 309
会議室１ 194 863 172
会議室２ 158 1,099 135
美術工芸室 307 1,793 237
和室(３階) 101 488 93
視聴覚室 198 2,470 178
調理実習室 64 583 59

※参議院議員選挙　期日前投票(7/4～7/19）4,329人  投票日(7/20）1,000人

　衆議院議員選挙　期日前投票(1/28～2/7）4,606人　投票日(2/8） 1,007人　

354
11

9時～22時
有料の件数 1,040
免除の件数 534
総　件　数 1,574

532
8,604,897
2,400,959
2,400,959
6,203,938

4月 1,064
5月 1,327
6月 1,654
7月 6,972
8月 1,455
9月 3,120
10月 2,983
11月 5,144
12月 1,677
1月 4,899
2月 7,654
3月 2,052

合　計 40,001

（3）使用料金を免除で利用した延べ人数

土曜･日曜･祝祭日･夜間の申請又は収納件数
使　 用 　料 　金
使用料金の収入金額
使用料金の納付金額
免 除 し た 金 額

（2）使用料金又は利用料金の収入実績

開　 館 　日 　数
休　 館 　日 　数
開 　館 　時 　間

申　請　件　数

【２、利用状況及び使用料又は利用料金の収入の実績】

（1）利用状況

7年度利用延件数
7年度利用延人数

各
部
屋
の
利
用
状
況
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【３、令和７年度収支内訳書（令和７年４月１日～令和８年３月３１日）】
（１）収入の部 単位：円　税込

予算額 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 予算差額
事業収益

指定管理料収益（芽室町から) 50,150,000 4,178,800 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 50,150,000 0
収入合計（A) 50,150,000 4,178,800 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 4,179,200 50,150,000 0

（２）支出の部
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 予算差額

人件費関係
施設管理労務費（給料手当等 ） 20,684,000 1,583,660 1,588,186 2,102,164 1,709,305 1,782,059 1,774,098 1,840,617 1,695,232 3,165,262 1,683,938 1,689,173 2,577,933 23,191,627 -2,507,627
施設管理労務費（福利厚生費） 3,164,000 228,741 228,741 447,548 251,931 251,931 255,023 255,023 225,649 447,061 223,582 223,582 223,582 3,262,394 -98,394
小計 23,848,000 1,812,401 1,816,927 2,549,712 1,961,236 2,033,990 2,029,121 2,095,640 1,920,881 3,612,323 1,907,520 1,912,755 2,801,515 26,454,021 -2,606,021

事務費関係
電話料/切手 214,000 16,334 15,763 15,011 14,094 13,983 14,574 14,444 15,261 14,794 16,953 17,431 14,067 182,709 31,291
ゴミ処理/クリーニング 110,000 2,200 3,300 2,750 1,650 550 2,750 2,750 2,200 1,650 2,750 2,200 3,300 28,050 81,950
テレビ受信料 22,000 18,414 18,414 3,586
事務消耗品費 20,000 3,828 5,060 1,091 2,551 1,601 877 15,008 4,992
デジタル複合機借上 145,000 18,421 19,915 16,052 18,392 16,342 16,302 19,244 18,279 19,398 17,756 17,156 16,400 213,657 -68,657
払込手数料 60,000 4,070 4,950 5,885 5,830 4,620 6,160 4,565 4,950 5,005 4,730 3,905 5,225 59,895 105
納付書印刷 0 49,555 49,555 -49,555
公民館総合保障 86,000 86,000 86,000 0
防火管理協会費 3,000 3,000 3,000 0
小計 660,000 152,267 48,988 89,253 39,966 36,586 39,786 41,003 40,690 43,398 43,790 41,569 38,992 656,288 3,712

管理費関係
燃料費 5,672,000 832,205 3,014 6,344 6,168 6,806 398,937 6,655 776,765 966,680 1,275,414 955,677 407,226 5,641,891 30,109
光熱水料費 5,617,000 299,318 230,145 241,950 367,899 337,853 281,026 376,728 395,107 472,742 475,464 358,122 381,298 4,217,652 1,399,348
警備委託料 106,000 8,800 8,800 8,800 8,800 8,800 8,800 8,800 8,800 8,800 8,800 8,800 8,800 105,600 400
清掃委託料 6,487,000 588,500 588,500 588,500 588,500 588,500 588,500 588,500 588,500 588,500 588,500 588,500 588,500 7,062,000 -575,000
エレベーター保守点検 151,000 12,243 12,243 12,243 12,243 12,243 12,243 12,243 12,243 12,243 12,243 12,243 12,243 146,916 4,084
空気環境測定 165,000 26,620 26,620 26,620 26,620 26,620 26,620 159,720 5,280
電話機保守点検 97,000 24,200 24,200 24,200 24,200 96,800 200
消防設備点検 199,000 101,750 85,250 187,000 12,000
ボイラー保守点検 192,000 176,000 176,000 16,000
大ホール舞台吊物保守点検 1,087,000 352,000 352,000 352,000 1,056,000 31,000
大ホール音響設備保守点検 430,000 418,000 418,000 12,000
大ホール照明設備保守点検 396,000 605,000 605,000 -209,000
ねずみ昆虫等防除 32,000 18,700 18,700 37,400 -5,400
ピアノ保守・調律 136,000 51,700 73,700 125,400 10,600
自家用電気工作物保守管理 333,000 53,900 53,900 53,900 53,900 53,900 53,900 323,400 9,600
貯水槽清掃 44,000 49,500 49,500 -5,500
デマンド監視装置借上 40,000 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 39,600 400
特定建築物定期検査 154,000 154,000 154,000 0
特定建築物防火設備定期検査 154,000 154,000 154,000 0
飲料水水質検査 71,000 52,250 13,750 66,000 5,000
地下タンク漏洩検査 68,000 60,500 60,500 7,500
男子トイレ排水管詰除去 0 16,500 16,500 -16,500
施設維持消耗品等 180,000 25,635 23,863 3,951 31,225 16,827 28,299 5,720 9,464 9,923 154,907 25,093
設備修繕・備品修繕等 200,000 47,960 49,500 11,715 109,175 90,825
租税公課 20,000 20,800 20,800 -800
預消費税 2,191,833 600,000 600,000 600,000 500,000 2,300,000 -108,167
小計 24,222,833 1,861,201 1,132,985 1,044,938 1,396,755 2,166,129 2,385,135 1,055,846 2,822,299 2,215,615 2,402,056 2,696,615 2,304,187 23,483,761 739,072

事業運営企画費関係
報償費 1,019,000 12,100 60,500 151,800 84,700 6,600 86,900 84,700 13,200 204,072 60,412 64,900 92,400 922,284 96,716
事務用消耗品 5,000 0 5,000
託児委託料 24,000 4,545 3,030 7,575 16,425

0 0 0
小計 1,048,000 12,100 60,500 156,345 87,730 6,600 86,900 84,700 13,200 204,072 60,412 64,900 92,400 929,859 118,141

自主提案事業関係 
ホームページ保守管理費 159,000 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 158,400 600
デジタルサイネージ借上 134,000 0 134,000
LED化修繕 (舞台) 78,167 55,660 55,660 22,507
小計 371,167 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 13,200 68,860 214,060 157,107

支出合計（B) 50,150,000 3,851,169 3,072,600 3,853,448 3,498,887 4,256,505 4,554,142 3,290,389 4,810,270 6,088,608 4,426,978 4,729,039 5,305,954 51,737,989 -1,587,989

（３）収支
収支額（A)-(B) 0 327,631 1,106,600 325,752 680,313 -77,305 -374,942 888,811 -631,070 -1,909,408 -247,778 -549,839 -1,126,754 -1,587,989
収支額累計 0 327,631 1,434,231 1,759,983 2,440,296 2,362,991 1,988,049 2,876,860 2,245,790 336,382 88,604 -461,235 -1,587,989

科　　　　　　　　　　目

科　　　　　　　　　　目
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【付属資料】

【４、指定管理者職員　人件費推移調査表】

※福利厚生費含む

職種・業種 身分
人数

（人）
人件費

（千円）
人数

（人）
人件費

（千円）
人数

（人）
人件費

（千円）
人数

（人）
人件費

（千円）
人数

（人）
人件費

（千円）

管理責任者 正職員

準職員 1.00 4,904

契約職員

その他（　）

小計 1.00 4,904 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

常勤管理者 正職員 1.00 4,688

準職員 2.00 7,246

契約職員 1.00 2,422

その他（　）

小計 4.00 14,356 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

事業運営企画正職員

準職員 1.00 4,389

契約職員 2.00 1,752

その他（　）

小計 3.00 6,141 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

施設管理 正職員

準職員

契約職員 1.00 1,053

その他（　）

小計 1.00 1,053 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

正職員

準職員

契約職員

その他（　）

小計 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

正職員

準職員

契約職員

その他（　　）

小計 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

正職員

準職員

契約職員

その他（　）

小計 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

正職員

準職員

契約職員

その他（　）

小計 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

合計 正職員 1.00 4,688 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

準職員 4.00 16,539 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

契約職員 4.00 5,227 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

その他（　） 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

小計 9.00 26,454 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0

中央公民館 令和７年度 令和８年度 令和11年度令和９年度 令和１０年度
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